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平成２９年第５回府中町議会定例会 

会 議 録（第２号） 

 

１．開 会 年 月 日     平成２９年１２月１５日（金） 

２．招 集 の 場 所     府中町議会議事堂 

３．開 議 年 月 日     平成２９年１２月１８日（月） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

４．出席議員（１７名） 

   議長  中 村 武 弘 君    副議長  山 口 晃 司 君 

   １番  岩 竹 博 明 君     ２番  木 田 圭 司 君 

   ３番  橋 井   肇 君     ４番  梶 川 三樹夫 君 

   ５番  繁 政 秀 子 君     ７番  二 見 伸 吾 君 

   ８番  上 原   貢 君     ９番  益 田 芳 子 君 

  １０番  児 玉 利 典 君    １１番  林     拡 君 

  １２番  西   友 幸 君    １３君  中 村   勤 君 

  １４番  西 山   優 君    １７番  小 菅 巻 子 君 

  １８番  力 山   彰 君 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

５．欠席議員（０名） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

６．付議事件 

  １ 会議録署名議員の指名 

  ２ 一般質問 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

７．説明のため会議に出席した者 

      町 長   佐 藤 信 治 君 

      副 町 長   岡 野 浩 子 君 

      教 育 長   高 杉 良 知 君 

      企 画 財 政 部 長    高 石 寛 智 君 

      総 務 部 長    坂 本 雅 司 君 
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      福 祉 保 健 部 長    山 西 仁 子 君 

      生 活 環 境 部 長    戸 田 秀 生 君 

      建 設 部 長    梶 川 幸 正 君 

      向洋駅周辺区画整理事務所長    脇 本 哲 也 君 

      消 防 長   寺 尾 光 司 君 

      教 育 部 長    奥 田 米 穂 君 

      総 務 部 次 長   大 塚 圭 子 君 

      生 活 環 境 部 次 長    金 光 一 隆 君 

      消 防 本 部 次 長    寺 西 宏 政 君 

      教 育 次 長    中 坊 京 子 君 

      財 政 課 長    胡 子 幸 穂 君 

      福 祉 課 長    倉 﨑 誠一郎 君 

      環 境 課 長    屋 敷   学 君 

      消 防 課 長    橋 本 臣 彦 君 

      予 防 課 長    新 宅 和 彦 君 

      総 務 課 長 （ 教 委 ）    谷 口 充 寿 君 

      学 校 教 育 課 主 幹    畑 尻 佳 括 君 

      社 会 教 育 課 長    山 下 賢 二 君 

      社 会 教 育 課 主 幹    沢 元 保 夫 君 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

８．職務のため会議に出席した者 

      議 会 事 務 局 長    榎 並 隆 浩 君 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

９．議事の内容 

（開議 午前 ９時３０分） 

○議長（中村武弘君） 皆さん、おはようございます。 

  少し早いようですが、ただいまの出席議員は１７名で定足数に達しておりますので、

議会は成立いたしております。よって、平成２９年第５回府中町議会定例会第２日目

の会議を開きます。 

  直ちに本日の会議を開きます。 
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  本日の議事日程でございますが、お手元に配付いたしております日程で会議を進め

てまいりたいと思いますが、御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村武弘君） 御異議なしと認めます。よって、議事日程のとおり会議を進め

ることと決定いたしました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（中村武弘君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  本日は、１０番児玉議員、１１番林議員を指名いたします。よろしくお願いいたし

ます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（中村武弘君） 日程第２、一般質問を議題に供します。 

  一般質問は、慣例に従って、総務文教から順を追って通告順に行います。 

  総務文教関係、第１項、教育施設の維持・補修から見る予算査定の優先順位につい

て、６番山口議員の質問を行います。 

  ６番山口議員。 

○６番（山口晃司君） おはようございます。質問の題名は大層なんですけど、簡単な

質問なんでテンポよくいけたらなというふうに思っております。 

  教育施設の維持・補修から見る予算査定の優先順位について質問をいたします。 

  府中町は、公共施設の建設時にはお金をかけるが、維持・補修にはお金をかけない

という話をよく聞きます。特に最近になって多いのが、くすのきプラザのジムの機器

が壊れており、古いので部品がなく、修理ができない。リースで更新しようにも予算

がとれない。また、東小の体育館の床にすき間ができてしまい、その対策としてすき

間に埋めたコーキングが走っているときにブレーキになってしまい危険である。ワッ

クスがけをした後には、今度は滑り過ぎるようになってしまい、体育館の利用中は、

走れば滑るはとまるはで、危険で思い切り体を動かせず、何度か手を加えたがなかな

か改善されず、授業にまで影響が出つつあると伺っています。実際には床の張りかえ

しかないように思いますが、予算がかかり過ぎるというのが課題になっているようで

す。 

  一方で、先日の全員協議会で説明があったように、歴史民俗資料館の移設では、展

示スペースをつくるために億単位の予算がとれる前提での計画になっています。 
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  ここが不思議で、小学校の体育館という子どもの健全な成長のためにどうしても必

要な施設をいつ事故やけがが起きてもおかしくない状態のまま放置しておきながら、

また一日でも健康寿命を延ばして楽しい毎日を送ろうとされている住民の方に有料で

開放している施設の機器の故障を、更新のめどが立たず、お金を払って入って利用で

きない状況のまま予算の都合で先送りにしながら、府中町の歴史や民俗を調べてこれ

らを将来に残す、語り継ぐということは、まちづくりの根本として大変大切なことだ

と思っています。そういった研究にお金をかけるんだったらまだいいと思うんですが、

わかるんですが、歴史資料とはいえ物を置くスペースをつくるための予算を億単位で

優先する理由がわかりません。 

  私は、子どもの健全育成や健康寿命を延ばす介護予防のための取り組みにかかる費

用こそ優先されるべきで、予算をつける優先順位が違うと思いますので、以下を質問

いたします。 

  東小の体育館とくすのきプラザのジムの機器の現状と今後どうしていく計画になっ

ていますか。 

  また、府中町の企画財政部が要求された予算を査定するときの優先順位を教えてく

ださい。 

  以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（中村武弘君） 答弁。 

  企画財政部長。 

○企画財政部長（高石寛智君） おはようございます。企画財政部長です。６番山口議

員の一般質問、教育施設の維持・修繕から見る予算査定の優先順位についてを答弁さ

せていただきます。 

  答弁は分担させていただき、初めに御質問の２点のうち企画財政部が要求された予

算を査定するときの優先順位についてを私のほうから答弁させていただきます。 

  続いて、東小の体育館とくすのきプラザジムの機器の現状と今後どうしていく計画

となっているのかについては、施設管理を所管する教育委員会から答弁をさせていた

だきます。 

  それでは、企画財政部が要求された予算を査定するときの優先順位について答弁さ

せていただきます。 

  当町では、公共建築物の多くで老朽化が進行し、改修や更新費用の増加が想定され
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ることから、同一時期に集中する大規模改修及び更新等の財政リスクを回避するため、

平成２７年度に計画的な予防保全型の維持保全を行うことで、財政負担の平準化と健

全な施設運営を図ることを目的とした公共建築物の維持保全計画を策定しております。 

  維持保全計画では、建築物の目標耐用年数を一つの目安として定め、少なくともそ

の期間は安全で良好な状態を保つことを目標に４つのステージを設定し、ある一定の

改修サイクルのもと、優先順位をつけた中で予防保全型の改修を行っていくこととし

ております。 

  なお、公共建築物の適切な維持保全のためには、施設管理者による施設の日常的な

点検とともに定期点検が必要不可欠となります。 

  さて、御質問は、個別具体的な事例として東小学校の体育館床のふぐあいや、くす

のきプラザ内のトレーニングルームの運動機器の故障への対応としての予算配分、予

算措置を優先すべきではないかという内容です。 

  御質問のケースは、事後保全、つまり事後修繕についての対応でありまして、施設

の予防保全とは性格の異なるもので、施設管理者が施設点検によりふぐあいの発生を

確認し、危険性、緊急性等を勘案して予算措置要求を行うこととなります。 

  財政担当としましては、こうしたケースで施設管理者から当該要求があった際には、

危険性、緊急性が高く、修繕や更新の内容が適切と認められる場合には、早急に、ま

た優先的に予算措置対応をすることとなります。 

  答弁は以上です。よろしくお願いいたします。 

○議長（中村武弘君） 続いて、教育部長。 

○教育部長（奥田米穂君） おはようございます。教育部長です。山口議員御質問の教

育施設の維持・補修から見る予算査定の優先順位についてのうち、教育委員会所管部

分について答弁いたします。 

  府中東小学校の体育館の床面につきましては、体育館を利用する児童・生徒を初め、

その他利用者の皆様には大変な御迷惑をおかけいたしました。非常に滑りやすく危険

であるということで、本年２月以降何度か床面のすき間を埋める補修や滑りどめ補修、

床面洗浄などを繰り返し行ってまいりましたが、施工の効果があらわれず現在に至っ

ております。このままでは使用に支障を来してしまいますので、複数の専門業者から

施工方法を確認し、研磨、パテ入れ、ウレタン塗装といった抜本的なコーティングを

行う必要があると最終的に判断しております。 
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  そこで、緊急的な予算を確保いたしまして、この冬休み期間中に約２週間の工程で

床面の工事を行うこととしており、先週からもう工事がスタートしてるという状況で

ございます。 

  また、もう一点のくすのきプラザのジム機器につきましても、大変利用者の皆様に

は御迷惑をおかけいたしました。トレーニング機器の一部の来年度につきましては、

トレーニング機器の一部のリース契約代を来年度予算に要求しておりまして、来年度

から新しい機器の使用が予定されておりますことをお伝えいたします。 

  答弁は以上でございます。 

○議長（中村武弘君） ２回目の質問はございますか。 

  ６番山口議員。 

○６番（山口晃司君） 御答弁ありがとうございます。公共施設の維持管理については、

壊れてから修繕を繰り返していてはお金が幾らあっても足りないので、壊れる前に保

守点検に力を入れていく方針にしてるということで理解しました。 

  また、教育委員会としましては、機器の更新と床の補修を緊急的にやっていただけ

るということと、リース契約代を来年度予算に要求いただいてるということですので、

ありがとうございます。 

  保全に力を入れておいても壊れてしまうということはあることで、事後修繕につい

ては危険性、緊急性が高く、修繕や更新の内容が適切と認められる場合に早急、優先

的に予算措置をされるということですが、住民にとっては日常生活に密接にかかわる

ものが壊れたときなどの対応がどうなっているかが、町が町民を大切にしているかの

指標になってしまいますので、そういったものの優先順位を高くしていただきたいと

いうふうに思っております。 

  ２回目の質問ですが、ジムの機器のリースを来年度からという話ですが、お金をも

らって開放している施設でもありますし、迷惑かけているということですので、来年

度予算が通ってから入札してまた何カ月も待たせるといったのでは、住民対応を後回

しにしているようなことになってしまいます。 

  このことを踏まえて、来年度からとは言わず、１カ月、２カ月でも早い対応をお願

いしたいが、今後の予定されているスケジュールを聞かせていただければと思います。

よろしくお願いいたします。 

○議長（中村武弘君） 答弁。 
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  教育部長。 

○教育部長（奥田米穂君） 繰り返しになりますけども、利用者の皆様には大変御迷惑

をおかけいたしております。来年度予算成立いたしまして、長期契約という形になり

ますけども、新年度以降速やかに利用者の皆様に新しい機器が利用できるような形で

契約を進めて、準備を進めていきたいというふうに考えております。 

  以上です。 

○議長（中村武弘君） ３回目の質問はございますか。 

○６番（山口晃司君） お願いします。 

○議長（中村武弘君） 以上で、第１項、教育施設の維持・補修から見る予算査定の優

先順位について、６番山口議員の質問を終わります。 

  続いて、総務文教関係、第２項、府中小学校グラウンドの水はけ改善について、

１８番力山議員の質問を行います。 

  １８番力山議員。 

○１８番（力山 彰君） 皆さん、おはようございます。府中小学校グラウンドの水は

け改善について質問いたします。 

  質問趣旨、府中小学校は昔から水はけが悪く、雨が降るたびにグラウンドの至ると

ころに水たまりができて、子どもたちのグラウンドでの授業に支障が生じています。 

  学校の先生方は、行事の際は水たまりに砂を入れて養生されていますが、水たまり

のできる箇所が多く、養生し切れないのが現状です。 

  先生方には授業に専念していただけるように、また子どもたちには水たまりを気に

することなくグラウンドで体を動かせるよう根本的な水はけ改善ができないのか、町

の考えを伺います。 

  以上です。 

○議長（中村武弘君） 答弁。 

  教育部長。 

○教育部長（奥田米穂君） 力山議員御質問の府中小学校グラウンドの水はけ改善につ

いて答弁いたします。 

  府中町小学校のグラウンドの水はけは悪く、雨が降った後には多くの水たまりが生

じ、雨水が消えるまでに時間を要し、使用に支障が生じている実態があることは承知

いたしております。 
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  昨年度、府中小学校グラウンドの貸し出し可能日は３３９日ありましたけども、そ

のうち雨天、あるいは雨天後の水たまりがあって使用できない日は４０日、使用不可

の割合が１１．８％でした。 

  一方で、同じ町内の府中北小学校の使用不可の割合は４．０％と低く、府中小学校

と比較して約３分の１の割合でございました。 

  学校のグラウンドは、学校教育活動で使用するだけでなく、休日や夜間にはスポー

ツ団体が利用し、行事ではグラウンドが駐車場になるなど、多様な用途に供している

ところでございます。これまでは学校や利用者の協力を得ながら水たまりが生じる箇

所に土を入れて整地し、できるだけ良好な状態を保つよう工夫をしているところでご

ざいますが、グラウンドの使用が続き、時間の経過とともに再び水たまりが生じてし

まうことを繰り返しているのが実態です。 

  抜本的に改善するためには、水を抜くための暗渠排水管を布設するなどの大規模な

工事を行う必要がありますが、他市町の工事例などを見ますと、同規模の学校で約

１，５００万円程度の経費を要しております。 

  いずれといたしましても、町内の学校施設の長期的な整備計画の中で緊急性、ある

いは必要性などを考慮して優先順位をつけ、計画的な施設整備を進めていけるよう、

他市町の事例や国庫補助の有効的な活用などを踏まえながら研究していきたいという

ふうに考えております。 

  答弁は以上でございます。 

○議長（中村武弘君） ２回目の質問はございますか。 

  １８番力山議員。 

○１８番（力山 彰君） 府中小学校のグラウンドは、一旦雨が降ると学校のグラウン

ドの至るところに水たまりができるというのが現実でございまして、一旦水たまりで

きますと、何日も何日も水が引かずにおるわけです。学校の要するにどこからでも真

っすぐに歩いていった場合には、必ず１カ所か２カ所の水たまりに出会います。これ

は真っすぐでも斜めでも、東でも西でも北でも南でも、どのほうから行っても同じよ

うな状態になる。つまり、真っすぐ行ける道がないぐらいの水たまりができてるわけ

です。 

  学校の先生からも聞いておりますけども、水たまりができると学校の砂を入れて養

生するんだけども、とてもじゃないが間に合わないと。特に梅雨時期や何か、入れて
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も入れても次の日に雨が降ればまた同じことになるというふうなことで、もう入れる

ことができんので大きな行事の際ぐらいしか入れないというふうなことも聞いてます。 

  それを入れるためには、学校の先生がかなりの労力を費やすと。つまり、学校の生

徒を教える時間よりも、下手すると１日の作業量では多くなるかもわかりません。常

時養生用の砂も購入して用意しておって、そしてビニールシートで覆って必要なとき

にすぐ使えるように準備しとるんだというふうにも聞いております。 

  それと、学校の５校、小学校５校ありますけども、人数当たりの１人当たりの運動

場の面積というのは府中小学校が一番狭くて、北小学校で１人当たりの面積、グラウ

ンドの面積２８平米。府中小学校は１人当たり６平米。約５分の１。そして、次に

１人当たりの面積少ないのが南小学校と中央小学校ですが、１人当たりの面積１２平

米と、約、府中小学校の倍あると。 

  要は、府中小学校のグラウンドが一番面積が狭いとは言いませんが、一番面積が狭

くて、小学校の児童数が一番多い８２５名ですね。こういう状態。過密状態のグラウ

ンドです。しかも、それが雨が降るともうほとんどが使えない。どうしとるかいうた

ら、余り今生徒は水たまりがあってももうほとんど気にしないと。水たまりの中へ入

って駆け回りよると。背中は泥だらけと、靴は泥だらけというふうになってるという

ふうに聞いてます。 

  先ほど優先順位をつけて、優先順位に従ってやりたいということを今言われました

けども、府中小学校のグラウンドは掘ると、４０センチ掘ると、もう水がわき出てく

る。自然にわき出てくるという状態です。これは榎川の水位とグラウンドの水位がほ

ぼ近いところへあるということからそうなるんですけども、もともと小学校のグラウ

ンドはハス畑または田んぼだったところに土を埋めてグラウンドにして学校を建てた。

もともと地下は水はけの悪い状態の土地であるということですね。 

  それと、もう一つ優先順位で話しされたのが、もう私が府中小学校出身です。もう

５５年間以上前です。そのころからずっと水たまりができて水はけが悪いという状態

がずっと続いとるんですね。この水たまりが悪いという状態がずっと続いとって、な

おかつ優先順位がいつまでたってもめぐってこないというのは、いかがなもんかとい

うふうに考えるわけですよ。もうそろそろ府中小学校のグラウンドも水はけを改善し

てあげるべきだろう。子どもたちがこのまま優先順位待っとったら、いつまでたって

も恐らく来ないと思います。グラウンド改修が。もうあと１０年たっても、２０年た
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とうが、ほかのほうへまだ金使わにゃいけんということで、小学生、今人数が少し減

って８００人ぐらいですが、かつては１，０００人以上の子どもが通ってたわけです

よ。その状態でずっとグラウンドで授業を受けてきてるわけですね。水たまりの中で。

もうそれはもう優先順位じゃないと思います。今まで必要なんだけど無視しとっただ

けということだと思うんですね。もうそろそろ子どもたちに自由に使えるグラウンド

を提供するように考えていただきたい。 

  確かに、先ほど言いましたように４０センチ掘れば水が出てくると、非常に水はけ

の悪いところではあります。したがって、工法はかなり難しいかもわかりません。お

金もかかるかもわかりません。でも、子どもたちが本当に授業を、体育の授業ができ

るようにしてあげるべきだと思いますので、ぜひお願いしたいと思います。 

  水はけの改善ですけども、例えば広島市民球場なんかは非常に水はけがいいですよ

ね。それは土を盛っただけ。例えば、グラウンドの真ん中を高くして斜めに土を盛っ

て水が流れるようにということでも確かに改善できるかもわかりませんけども、それ

はすぐまたもとに戻る話なんで、根本的な、市民球場、マツダズームズームスタジア

ムみたいに土壌をちゃんと水はけのいい土壌にやり直すということも必要だろうと思

いますし、４０センチも掘れば水が出てくるのであれば、水が上がらないように何か

地面の下に養生をして、水がグラウンドにしみ上がらないような養生も必要かもわか

りません。工法はどういうふうなことがとれるのかというのはわかりませんけども、

大学の先生とか大きな企業とか、そういったところに御相談すれば必要な工法が出て

くるんじゃないかと思います。一日でも早くグラウンドを水たまりができにくい状態

にしてあげて、子どもたちが本当に健全に体育の授業等に取り組めるようにお願いし

たいと思います。 

  以上です。 

○議長（中村武弘君） 答弁ありますか。 

  教育部長。 

○教育部長（奥田米穂君） 力山議員、先ほど説明したことの答弁の繰り返しになって

しまいますけども、府中小学校のグラウンドは海抜３．１メートルということで、非

常に川と高さがほぼ同じぐらいだということは我々としても把握しております。先日

マンホールトイレの工事のとき、４０センチ掘削で水が大量に出てきたということも

聞いております。 
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  繰り返しになりますけども、抜本的に改善するためにはいろいろと工法を研究して

いかないといけないと思うんですけども、グラウンドの下に暗渠を入れて水を抜くよ

うな工夫をするとか、あるいは違う工法で聞いてるところでいきますと、砂をかたく

するとか、これは子どものけがとの関係も出てくると思いますけども、そういったい

ろんな工法があるというふうには聞いておりますので、どういった工法が適切かどう

かということを少し研究させていただくとともに、繰り返しになりますけども、やは

り町内のほかの学校の施設整備の改修、改善にはたくさんやらなきゃいけないことあ

ります。その中で優先順位をつけながら、何が緊急性なのか、必要性なのかというこ

とをしっかり考えながら、整備計画というものをつくっていきたいというふうに思っ

ております。 

  以上です。 

○議長（中村武弘君） ３回目の質問ありますか。 

  １８番力山議員。 

○１８番（力山 彰君） 今優先順位言われましたけども、ほかのほうにもたくさんや

らにゃいけんことはあると言われましたけども、もう５０年以上水たまりができてお

るわけですよ。もう５０年以上も優先順位が低いということを言われとるような気が

してならんのですが、ぜひ優先順位を上げてお願いしたいと。５０年もほっとるわけ

ですからね。 

  以上、よろしくお願いします。 

○議長（中村武弘君） 以上で、第２項、府中小学校グラウンドの水はけ改善について、

１８番力山議員の質問を終わります。 

  続いて、総務文教関係、第３項、学校給食について、１４番西山議員の質問を行い

ます。 

  １４番西山議員。 

○１４番（西山 優君） 皆さん、おはようございます。学校給食について質問したい

と思います。 

  府中町立の小・中学校の給食は、各学校に給食室を設置して校内で給食を調理する

自校方式を採用しています。この方式は他の調理方式である給食センター方式、デリ

バリー方式に比べ、次のような多くの長所があると言われています。 

  まず、自校で調理するので配送コストが不要である。食数が少ないため、万一食中
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毒が発生した場合でも最小限の被害に食いとめることができる。給食の適温提供に適

している。調理者と交流や調理過程の学習を行うことができる。短縮授業の場合でも

柔軟に対応することができる。停電や断水など非常時の被害があっても最小限に食い

とめることができる。災害時には学校が避難所になるため、学校に給食室があれば、

炊き出し拠点として利用できるなどです。 

  当町で実施している自校方式はこれらの長所を有しており、当町の教育環境設備の

中でも他の自治体にもすぐれる設備であると思っております。 

  そうした環境の中で、今後も温かくておいしく、児童・生徒に好まれる学校給食を

継続していただくため、栄養の偏りの是正や食育の観点からお尋ねいたします。 

  １、小学校の給食の調理過程で出てくるくずや野菜、残菜は、どのような状況です

か。また、その処理やリサイクルは実施されていますか。 

  こちらのほうの具体的な例として、千葉県の松戸市では小学校７校で養豚の飼料に

リサイクルをし、岐阜県那須市では環境省のモデル事業自治体に選定されている給食

の残りを肥料に使って大豆を育てるという試みが実施されております。 

  ２番として質問として、食育授業としてどのような取り組みをされていますか。例

えば、食育という食事の教育的側面において、行事との関連を伴う行事食や、食を通

した郷土理解や異文化理解を行うための献立は実施されていますか。 

  こちらのほうも全国的に見てミシュラン京都・大阪の２００９年から最高ランク三

つ星を獲得している老舗の菊乃井という経営者の村田吉弘氏が、２０１３年から和食

がユネスコ無形文化財に登録されたことがきっかけで和食文化国民会議というものを

立ち上げ、携わり、教育の見直しに今乗り出しておられます。府中町での取り組みを

お伺いしたいと思います。よろしくお願いいたします。 

○議長（中村武弘君） 答弁。 

  教育部長。 

○教育部長（奥田米穂君） 西山議員御質問の学校給食について答弁いたします。 

  学校給食は、児童・生徒の心身の健全な発達に資することや食育の推進を図ること

を目的としておりまして、その目的を実現するために食生活が自然の恩恵の上に成り

立つものであることについての理解を深め、生命及び自然を尊重する精神並びに環境

の保全に寄与する態度を養うことや、地域のすぐれた伝統的な食文化についての理解

を深めることなどを達成するよう努めなければならないというふうに学校給食法の中
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に定められております。 

  府中町の学校給食は、府中中学校は来年１月、来月ですね。来年１月からとなりま

すが、全ての小・中学校が自校調理によりできたてのおいしい給食を提供する環境を

整備しており、これは安心して子育てや教育ができる府中町として誇れるものである

というふうに考えております。 

  ちなみに、全ての小・中学校が自校調理により学校給食を提供しているのは、広島

県内では府中町だけでございます。 

  １点目にお尋ねの給食の調理過程で出るくずや残菜につきましては、定まった調査

を実施しておりませんので詳細は把握しておりません。幾つかの学校に確認いたしま

したところ、その日のメニューや給食の提供数によってかなり大きく違ってくるとい

うふうに聞いております。学校単位では、１日当たり平均で５キロから１０キログラ

ム、１人当たりでいきますと１０グラム前後、率にして１％前後の残食が発生してお

ります。 

  この残菜処理につきましては、一般ごみと同様に処分しておりまして、残菜を堆肥

とするなどのリサイクル処理は行っておりませんが、食べ物を大切にすること、ある

いは食の重要性を意識させるためにも、またごみの発生抑制の観点からも、児童・生

徒みずから残菜を計量させる取り組みを行ってる学校もございます。 

  ２点目にお尋ねの食育事業についてです。健康で心豊かな生活を送る上でも、食べ

ることは生きるために欠かすことはできません。心も体も元気になる食育の推進のた

めに、各学校において栄養教諭、栄養職員が毎月のメニューとともに給食だより、あ

るいは食育通信を発行して各家庭で食育について考える機会を提供するとともに、さ

まざまな事業の中で食について考え、自分や家族の食生活を見直す取り組みも行って

おります。 

  また、府中ずし、これは収穫を祝う行事やお祭りのときに用いられていた伝統的な

郷土料理ということでございますが、府中ずしや府中朝パッ君汁などの郷土料理をメ

ニューの中に入れて郷土理解を深める工夫を行うことや、昨年の学校給食週間では、

オリンピック開催国のブラジルの料理をメニューに入れて異文化理解を深めるなどの

取り組みを行っているところでございます。 

  引き続きできたてでおいしい給食を安全面、衛生面での細心の注意を払いながら提

供していくとともに、学校と家庭が連携した食育の推進、充実を図っていきたいとい
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うふうに考えております。 

  答弁は以上でございます。 

○議長（中村武弘君） ２回目の質問はございますか。 

  １４番岩西山議員。 

○１４番（西山 優君） 回答ありがとうございます。一般質問でさせていただいた自

校給食の長所というものを大変生かしていただいて今活動されているということが大

変よくわかりました。 

  今後も子どもたちの今の質問させていただいた１番のくずや残菜のリサイクルにつ

いての事業とかを多くの学校で進めていただければという要望と、あともう一点、食

育の部分の今の取り組みというものも大変参考になりました。ありがとうございます。

最後にその２点をお願いして、最後の要望として読ませていただきたいものがありま

す。 

  学校給食改善協会という全国的な組織がありまして、こちらも公益財団法人になっ

てるんですが、そちらのほうの文章で、「財政に余裕のない自治体では給食室や給食

センターを設置する予算がないため、デリバリー式を採用せざるを得ないところがあ

ります。しかし、給食は将来にわたる健康対策の初めの一歩であるものです。自治体

の方にはこの点を理解してもらい、予算の使い方を工夫していただいて、なるべく学

校内に調理する施設をつくるか、給食センター式にしてもらえればと期待しています。

温かい給食を提供できるようになり、子どもたちにおいしく感じてもらえる給食をし

ていただきたい」と書いてあります。 

  今後もぜひ自校式を続けていただけるように要望して私の質問を終わりたいと思い

ます。ありがとうございます。 

○議長（中村武弘君） 答弁。 

  教育部長。 

○教育部長（奥田米穂君） ありがとうございます。多くの方々からこの府中町の給食

は非常においしいという評価を、評判をいただいております。これは保護者、あるい

は児童・生徒のアンケートからもいろいろと聞いておるところでございます。 

  そういったありがたい御意見を引き続きいただけるよう、できたての温かくおいし

い給食を提供できる環境を引き続き整備し、また食育の推進と充実を図って健康づく

りのほうにも寄与していきたいというふうに考えております。 
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  以上です。 

○議長（中村武弘君） 以上で、第３項、学校給食について、１４番西山議員の質問を

終わります。 

  続いて、総務文教関係、第４項、公民館改築に伴う社会教育活動について、５番繁

政議員の質問を行います。 

  ５番繁政議員。 

○５番（繁政秀子君） おはようございます。ちょっと風邪ひいとるけんね、鼻声でご

めんなさい。すいません。 

  それでは、質問をいたします。公民館改築に伴う社会教育活動について質問をした

いと思います。 

  府中町公民館の解体改築計画がさきの全員協議会で示されました。公民館は、町民

の社会教育、生涯学習の拠点であり、多くの利用者により継続的な活動が展開されて

おります。改築までの３年間という期間については、府中小学校東棟を代替施設とし

て利用する案となっておりました。 

  東棟については１階と２階部分ということですが、利用者にとっては十分の施設と

言えるのかどうか疑問でございます。協力はもちろんいたしますが。 

  一例を挙げれば、男性料理教室を初め、多くの町民が調理室を使用しながら定期的

に公民館活動や生涯学習に取り組んでいます。こうした活動が３年間という期間に中

止するということになれば、改築後、再活動するとしても高齢化や居住移転などによ

り、新たな団体の輪を再構築していくということには大変難しい側面が予測されます。

そのためには、現在開放している学校施設の利用をさらに拡大調整することが必要で

あると私は思いますが、教育委員会の見解を聞きたいと思います。 

  例えば、私たち婦人会はもう何十年いうて婦人会活動をいたしておりますから、例

えば着物ね、浴衣にしても、１００枚ぐらい浴衣を自分たちでつくっております。帯

もそろえてあります。そして、たんすの中にそれが全部整理してきちっと入れてある

んですが、たんすが２さおありますね。それから、子どもたちにいろんなことを教え

てあげた。今までの活動の中でね。そのためにミシンや何かも何台か自分たちで、全

部自分たちでうどんを打ったりいろんなことをしてその工程、そこに置いてあるんで

すよ。それとか、棚には大きな災害のときに使えるような鍋、かま、かまど、そうい

うふうなものがたくさん婦人会でもありますし、それで臼、きね、そんなものは婦人
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会で買って全部置いてあるんですよ、備品がね。それ、今度はあっこがなくなるけ、

繁政さん、あんた会長じゃけあんた方持って帰りんさいいうて言われたら、うち方寝

るとこがないようになる。だから、どうしたらいいのかみんな会員さんが困っとる。 

  これどうしてくれるんかぜひ聞いてください言われるのと、活動を中でされてる。

例えば、お琴なんかもそこにちゃんと置いて帰っていらっしゃる。お茶なんかされる

人は、花器から全部そこに置いてあるんですよね。踊りなんかする人もいろんな道具

が公民館の和室の中に置いてあったりしますから、そういうことはどのように考えて

もらっておるんかなとよう聞いて、もし建てかえるんだったらそういうものが置かれ

るところを考えてもらわにゃいけないんじゃないかと思いますので、きょうはようじ

っくり教育委員会に話を聞かせてもらいたいなと思いますので、私たちが納得いく答

弁を期待しておりますので、よろしくお願いします。 

○議長（中村武弘君） 答弁。 

  教育部長。 

○教育部長（奥田米穂君） 繁政議員御質問の公民館改築に伴う社会教育活動について

答弁いたします。 

  府中公民館等の耐震化に伴う改築事業につきましては、１１月２４日に開催されま

した全員協議会で御説明させていただいたところでございます。平成３４年の公民館

竣工までの間は、仮設の公民館で活動をしていただくこととなり、府中小学校東棟校

舎の１階、２階部分に機能移転する予定としております。調理室やホールで活動され

ている講座、団体につきましては、これまでの活動が休止することがないよう、代替

の活動場所を別途確保する必要があると考えております。 

  議員御指摘の調理室につきましては、今の施設と同様の規模で調理実習を行うとす

れば、近隣の府中小学校の家庭科室、ちょっと少し遠くなりますけども、府中南公民

館の講習室がございます。 

  なお、学校施設の開放につきましては、これまでも授業等の学校教育活動に支障が

ない範囲内で、地域の実情や需要に応じてグラウンドや体育館のほかにも音楽室、調

理室などの特別教室につきましても積極的に開放し、利用されてきたところでござい

ます。 

  仮設の公民館での活動は、利用者や定期活動グループの皆様には大変な御不便をお

かけすることになりますが、教育委員会といたしましては今後、町内の学校とも調整
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しながら他の施設での活動を継続させ、社会教育活動が停滞しないよう努めてまいり

たいというふうに考えております。 

  また、もう一点のいろんな公民館の各部屋にある物品ですね。物品につきましても、

先日私行ってまいりまして中を確認させていただきました。仮設の公民館となる先ほ

ど言いました府中小学校東棟の１階、２階には入り切らない多くのものがあるという

ことも確認しております。仮設の公民館はあくまでも活動してもらう場所でありまし

て倉庫ではございませんので、そこで引っ越しするまでの間に引き続き必要なもの、

あるいは廃棄するものの峻別、整理を行いまして、必要であれば別の施設での仮置き

場スペースというものを少し考えていきたいというふうに思っております。 

  答弁は以上でございます。 

○議長（中村武弘君） ２回目の質問ございますか。 

  ５番繁政議員。 

○５番（繁政秀子君） 今答弁いただいたんですが、例えば今の見に行ってもらってど

こら辺を見てもらったんか知りませんが、見に行くときにやっぱり声をかけてもらっ

て、自分が見ただけじゃわかりゃしませんよ。やっぱりあそこを利用しとる人たちに

も声をかけて、もし必要なものがあれば、整理もせにゃいけんいうのわかりますよ。

だから、ミシンなんかもう使わんのだったら学校へでもあげようかねとかね、私たち

はそれなりに考えてるんですが、一緒に見に行ってこれはどうしたらいいとか、これ

はこうしたらいいねとかいうふうなことはないんだね。自分らだけが勝手に見て、こ

れはこうすりゃいい、どっか借りてどうこうすりゃいい。借りるいうたら教育委員会

が借りて、お金も借り賃も払うてもらえるんですか。置き場所、置くところ。今さっ

き言うたようなあんな大きなかまなんか、どこ置くんやろうかね思って。 

  だから、どこかやっぱり倉庫をつくってもらうか、仮設の何かどこかつくってもら

わんと、本当に活動ができなくなるんですよ。じゃけ、それはもう一回一緒に行って

見てもらって、それで頭の中に入れて、これはこうする、ああするいうのを決めても

らったらいいんじゃないかと思います。 

  やっぱり一緒になって公民館がまだまだあそこが利用しやすいように、またもっと

たくさんの人が利用できるように、お互いにいい方向を考えるんじゃったら、あそこ

を利用しよる人たちとよくよく話し合われたほうがいいと思いますし、行かれるとき

にはぜひ声をかけて一緒に行って調査してもらうほうがいいと思いますから、それを
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検討してみてください。 

  それから、今度は定期活動しよるのね。私らが１カ月に１回、必ず第１月曜日は婦

人会がこの部屋とこの部屋は使うというように定期活動の申し込みを１年やっとるわ

けですよ。そういうなんはどうなるんですかね、今度。重なるんじゃないかと思うん

ですが、そういうのは今度は教育委員会のほうで、私らは月曜日ですが、月曜日の第

１を使うようにしとるんですが、ほかのとこがもしそういうのがあったりして重なっ

たりしたら、そこら辺も調整をしてもらわにゃいけんようになると思うんですよ。 

  ほいで、やっぱり活動が停滞するようになると、せっかく今府中公民館にしても、

南公民館にしても、活動が活発でどこよりもよく頑張って活動してるとこ、府中町は

ね。ですから、それがだんだん停滞して１年も２年も３年も定期的に使えんようにな

ってくると、全然みんなが動かんようになりますよね。今、どんどん外に出て健康寿

命を延ばしてください言いよる時代に、公民館がそういうことを応援せんようなこと

をしてもらったら、つまらん町になるんやないかと思いますよ。 

  ですから、定期活動しとる今踊りもそうですし、いろいろあそこで定期的に活動し

よる人たちとはよくよく話し合って、東棟かいね、あそこがどういうふうに使えるか

知りませんが、皆さんにも一回は行って見てもらって、ここを使ってもらうんですよ、

ここで皆さんで話し合って、定期的に使うんだったら、例えばお茶の人たちは水曜日

の何時から何時までにしてくださいよ。みんなの協力を得てやっていかんと、活動が

停滞していくようになってしまうと思うからこの質問を出したんですから、やっぱり

今あそこを利用しよる人たちとね。代表者と話ししたんじゃつまらんですよ。やっぱ

り実際に活動しよる人たちと話し合うようにしてやっていかんと、私は公民館の活動

が停滞していって、でき上がったんじゃがほんまに人が使いよらんよいうような公民

館になったらつまらんと思いますがね。そのあたりの考え方はどうです。 

○議長（中村武弘君） 答弁。 

  社会教育課長。 

○社会教育課長（山下賢二君） 繁政議員の公民館にございます物品のことにつきまし

ては、まず部長と私のほうで現状を把握させていただきに参りましたが、今後は公民

館長や、あるいは公民館活動の団体のグループの方と調整させていただきまして、把

握させていただきたいというふうに考えております。 

  続きまして、定期利用のグループについてですが、当然仮設ということになります
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ので重なったりする場合もございますので、公民館定期活動グループと調整させてい

ただきまして、できるだけ活動が支障のないような範囲でさせていただくように調整

させていただきたいというふうに考えております。 

  以上です。 

○議長（中村武弘君） ３回目の質問ございますか。 

  ５番繁政議員。 

○５番（繁政秀子君） 代表者じゃなくてね、やっぱりあそこを利用しよる人たちで時

間のとれる人たちとも話し合ってみてあげてほしいと思います。 

  それから、図書館を利用しよる人がおってですよね。あの人たちにもできれば大き

な図書館が向こうがあるのであっちへ行ってもらうように、早目に早目に言うといて

あげるといいと思います。あそこの図書館も利用者がすごく多いんですよ。子どもた

ちもたくさん行っとりますから、図書館の利用しよる人たちとかね。 

  それから、資料館のことはここに書いてないけちょっと言えんのですが、資料館も

本当にいいのをつくってあげてもらいたいと思います。今のような資料館なら要らん

のじゃないかと私は思いますが、もっと本格的な資料館になることをお願いしときま

す。 

  それでいいですよ。ありがとうございました。 

○議長（中村武弘君） 以上で、第４項、公民館改築に伴う社会教育活動について、

５番繁政議員の質問を終わります。 

  続いて、総務文教関係、第５項、府中緑ケ丘中学校の校舎外壁について、１番岩竹

議員の質問を行います。 

  １番岩竹議員。 

○１番（岩竹博明君） 皆さん、おはようございます。府中緑ケ丘中学校の校舎外壁に

ついてを質問いたします。 

  質問趣旨ですが、府中緑ケ丘中学校は昭和５５年に府中中学校から分離・独立して

開校し、３７年間が経過しています。学校の耐震化については終了し、安心・安全な

環境は整ったところですが、外から見た学校の顔である校舎壁面の汚れが非常に目立

ち、何とかきれいにならないものかと、そういう町民の声を多く聞きます。 

  １１月には、同じ町内の府中中学校の新校舎が竣工したばかりでもあり、どうして

も新しい校舎と比較してしまいます。 
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  町内には、ほかにも老朽化している学校があることも、外壁以外にも修繕する箇所

があることも理解していますが、多くの町民から愛される学校となるためにも、また

何より子どもの学習環境の整備のためにも、外壁だけでもリフレッシュできないもの

でしょうか。 

  理事者のお考えをお聞かせいただきたいと思います。 

○議長（中村武弘君） 答弁。 

  教育部長。 

○教育部長（奥田米穂君） 岩竹議員御質問の府中緑ケ丘中学校の校舎外壁について答

弁いたします。 

  府中緑ケ丘中学校は昭和５５年開校ですので、開校から３７年が経過し、外壁だけ

でなく教室の扉が老朽化により開閉が困難となってる箇所や一部雨漏りが生じるなど、

学校教育活動に支障が生じ、その他修繕の必要性があることも承知いたしております。 

  平成２６年、２７年には耐震化工事とトイレの改修、平成２８年、２９年には普通

教室へのエアコン設置を行ったところでございますが、外壁の清掃、修繕までには至

っておりません。 

  今年度末までに策定予定の学校社会教育施設等の利用整備計画マスタープランにお

きまして、学校施設整備に優先順位をつけ、将来の財政計画を見据えながら国庫補助

の活用等も念頭に入れ、総合的に精査を行っていきたいというふうに考えております。 

  また、学校施設は児童・生徒が学校生活を送る上で大切な場所であるだけでなく、

災害時には避難場所となるなど、多くの町民が利用する地域の拠点となる場所でもあ

ることから、施設改修は必要であるというふうに考えております。 

  しかしながら、府中緑ケ丘中学校だけでなく、５０年経過してる府中南小学校や

３８年経過の府中東小学校、３５年経過の府中北小学校もありまして、外壁以外にも

改修すべき箇所がたくさんあります。今後も老朽化した施設がさらに増加することが

懸念されますが、将来の財政状況を見通しつつ、施設の安全性を最優先として計画的

な整備を進めてまいりたいというふうに考えております。 

  今後は、これまでのように施設にふぐあいが生じた際に補修や保全を行う事後保全

型の管理から、計画的に施設の点検、修繕を行ってふぐあいを未然に防止する予防保

全型の管理へと転換を目指し、必要性、緊急性などを考慮しつつ具体的な改修の実施

時期や規模等を含めたプランを策定し、計画的な施設整備を進めてまいりたいという
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ふうに考えております。 

  答弁は以上でございます。 

○議長（中村武弘君） ２回目の質問ございますか。 

  １番岩竹議員。 

○１番（岩竹博明君） 優先順位からしても厳しい答弁のようですが、緑ケ丘中学より

も古い南小学校などがありますので、厳しいんじゃないかとは思うんですが、７つの

府中町内にある学校の中で一番目立って汚れている外壁なんですね。そういうことで、

外から見た学校の顔ですから、少しでも早く対応をお願いしたいとの思いで質問いた

しました。 

  また、ＰＴＡら地域の方からも自分たちができるものはきれいにしていきたいとい

う声をよく聞きますんですが、この外壁いうことになると、養生が要りますよね。高

い場所ですから素人ではなかなかできないと。足場を組んだりとかしないといけない

のでね。 

  いうことで、そこでお尋ねしたいと思うんですが、これまでに施工したらどれぐら

いかかるのかという、そういう試算、費用を出されたことがあるのかどうか。それを

お聞きしたいと思います。 

○議長（中村武弘君） 答弁。 

  教育部長。 

○教育部長（奥田米穂君） どれぐらいの費用がかかるかという試算でございますが、

外壁の清掃、修繕を本格的にやるということになりますと、専門の業者のほうに診断

をしてもらわないといけないということと、当然足場を組んでやらなきゃいけないと

いうことですので、簡単にペンキを塗るだけでは済まないような状況かなというふう

に思っております。 

  また、その壁面の劣化の状況も見てみないと、その診断の中でどういう診断がされ

るかというのがわかりませんので、それによっても大きく異なってくると思います。 

  お尋ねの試算ですけども、他県の事例などを幾つか調べてみますと、いろいろケー

ス・バイ・ケースがあってピンからキリまでいろいろとあるんですが、どんなに安く

見積もっても緑ケ丘中学校保有面積約６，８００平米ありまして、それを全て修繕、

清掃するということになりますと、億単位を超える金額になろうかなというふうに思

っております。 
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  以上です。 

○議長（中村武弘君） ３回目の質問は。 

  １番岩竹議員。 

○１番（岩竹博明君） 子どもの学習環境の整備のためにも、また精神的にもかなり影

響があると思いますんで、環境づくりに最善を尽くしていただけるよう要望して質問

を終わります。 

○議長（中村武弘君） 以上で、第５項、府中緑ケ丘中学校の校舎外壁について、１番

岩竹議員の質問を終わります。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（中村武弘君） ここで休憩したいと思います。再開は１０時５０分からといた

します。休憩。 

（休憩 午前１０時２５分） 

 

（再開 午前１０時５０分） 

○議長（中村武弘君） 休憩中の議会を再開します。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（中村武弘君） 続いて、総務文教関係、第６項、就学援助における「ランドセ

ル等新入学児童生徒学用品費」の入学前支給を、３番橋井議員、１１番林議員の質問

を行います。 

  ３番橋井議員。 

○３番（橋井 肇君） 皆様、おはようございます。それでは、質問させていただきま

す。 

  就学援助における「ランドセル等新入学児童生徒学用品費」の入学前支給について

質問をさせていただきます。 

  文部科学省は４月４日、特に所得が低い世帯に向けた義務教育の就学援助（要保護

児童生徒援助費補助金）について、ランドセル購入など小学校入学準備のために多額

のお金を用意しなくて済むよう、入学前（３月以前）の支給を可能とすることを発表

いたしました。来春の新１年生から適用されます。 

  就学援助は、児童・生徒の家庭が生活保護を受給するなど経済的に困窮している場

合、学用品や給食、修学旅行などの費用の一部を市区町村が支給し、国がその２分の
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１を補助するという制度です。 

  新入学時に必要なランドセル等の学用品の費用は支給されているものの、補助金交

付要綱では、国庫補助の対象は小学校入学前を含まない児童または生徒の保護者とし

ているため、入学後の支給となっていました。 

  このため、同省は３月３１日付で補助金交付要綱の改正を行い、補助の対象に就学

予定者の保護者を追加。小学校への入学年度開始前に支給ができることを明記した通

知を都道府県教育委員会宛てに出しました。 

  通知では、２０１７年度の同補助金の支給額が小・中学校ともに前年度比で約２倍

に増額されたことも周知されています。 

  この通知を受け、２０１８年度から入学前（３月以前）に支給する方針を決めた自

治体が、京都市、秋田市、東京都新宿区、静岡市、金沢市を初め全国に広がっており

ます。 

  府中町としてこの通知に対し、どのような判断をし、進められているのか、町の見

解をお伺いいたします。よろしくお願いをいたします。 

○議長（中村武弘君） 続いて、１１番林議員。 

○１１番（林  拡君） おはようございます。 

  質問事項、就学援助制度、入学準備金について。 

  質問趣旨です。７月に行われた総務文教委員会において、就学援助制度について事

務調査がありました。その際、二見議員が入学準備金の前倒しについて、既に実施し

ている自治体があり、研究検討し、３月に支給できるようにと要望しました。 

  就学援助制度は、憲法第２６条、教育基本法第４条、学校教育法第１９条に基づき、

全ての子どもたちに教育を受ける権利を保障するため、市区町村が小・中学生のいる

家庭に学用品、入学準備金、修学旅行費、給食費などを援助する制度です。 

  全国の小・中学校では１５．３９％、府中町では２０．５％の児童・生徒が援助を

受けています。 

  文部科学省は、要保護者に対する就学援助について、２０１７年度に制度の拡充を

行いました。今橋井議員からもあったように、１つは国の補助単価を約２倍に引き上

げたこと、もう一つは支給時期について、小・中学校とも入学前でも支給できること

になりました。 

  入学準備金の支給は全国的には５月から７月が多く、この府中町でも５月の支給で
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す。しかし、入学前にたくさんのお金がかかります。この時期に支給してほしいとい

う声は当然です。 

  広島県が実施した子どもの生活に関する実態調査。結果は、生活困難層が４分の

１を占めるというものでした。入学時にランドセルを買ってもらえない、制服が買え

ないという子どもがこの府中町では一人もいてはならないと考えます。 

  ことし４月の段階で１５６の市区町村で入学準備金の入学前支給が始まっています。

その後も全国で入学前支給が決められ、島根県では１９市町村のうち、既に４市町が

前倒し支給を実施し、新たに９市町が１７年度から支給することを決めています。広

島県内でも、北広島町では小・中学校ともに３月支給予定です。まだまだ広がると考

えます。そして、何より学校に通う子ども、親に本当に必要なときに必要なお金を支

給してほしいと思います。 

  質問です。 

  （１）今回の文科省の通知について、どのように考えておられますか。 

  （２）平成３０年度から入学準備金を前倒しして支給すべきだと考えますが、町と

しての見解をお伺いいたします。 

  よろしくお願いいたします。 

○議長（中村武弘君） 答弁。 

  教育部長。 

○教育部長（奥田米穂君） ３番橋井議員の御質問の就学援助における「ランドセル等

新入学児童生徒学用品費」の入学前支給をと、１１番林議員御質問の入学準備金につ

いてをあわせて答弁いたします。 

  経済的理由によって就学困難と認められる児童・生徒の保護者に対しては、生活保

護法に規定する要保護者や市町村教育委員会が同規定に準ずる程度に困窮していると

認める者、準要保護者を対象に就学援助を実施しております。 

  ７月の総務文教委員会で二見議員ほか多くの議員の方々から御指摘、御要望のあり

ました準要保護者へのランドセルや制服等の新入学学用品費につきましては、今年度

から増額され、小学校１年生が在学する世帯には４万６００円、中学校１年生が在学

する世帯には４万７，４００円を１回限りで支給してるというところでございます。 

  現在の取り扱いでございますが、所得が確定する確定申告後、新年度になって４月

以降に申請し、５月連休明けまでには学校給食費や、あるいは学校病医療費などと合
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わせて速やかに支給するということにしております。 

  これまでも就学援助を必要とする時期に速やかな支給ができるよう、事務処理の迅

速化に努めてきたところでございますが、入学や進級する前の３月に支給するために

は、補正予算を編成するなど前年度予算を上乗せしておく必要があります。 

  また、町外への転校者、あるいは所得増加者など、支給対象外となった場合には支

給額の返納を求めるという事務もふえるということも懸念されます。 

  そこで、平成２９年３月３１日付文科省通知、要保護児童生徒援助費補助金につい

てでは、要保護、いわゆる生活保護世帯の児童・生徒の新入学学用品費について、こ

れまで補助対象とすることが可能であった中学校だけでなく、小学校への入学年度開

始前の支給も補助対象にできるよう、補助金交付要綱の改正を行うという内容ですが、

府中町の要保護世帯の入学準備金につきましては、生活保護法で入学前に支給してる

というところでございますので、この改正内容の趣旨は既に取り扱い、運用してると

いうところでございます。 

  しかしながら、準要保護者、これは生活保護基準額のおおむね１．２倍の基準額の

世帯の経済的生活困窮者になりますけども、これは補助金とは別に支給してるもので

ございまして、これは先ほど説明いたしましたとおり、新年度になって４月以降の申

請、５月の支給という取り扱いのままでございます。入学前の支給にはなってないと

いうところでございます。 

  そこで、今年度につきましては文科省通知の改正趣旨であります入学準備の必要な

時期に必要な支援を行うという趣旨を踏まえまして、準要保護世帯の予算の執行残額

が確認できれば、調整できれば、現在町内小学６年生で就学援助、いわゆる準要保護

者ですけども、就学援助を受けてる小学校６年生で７１名おりますけども、中学校に

進学する際の新入学学用品費を前倒しして３月中に支給できるよう、準備を進めてい

きたいというふうに思っております。 

  なお、小学１年生に対する新入学学用品費の前倒し支給につきましては、町内外の

保育園、幼稚園に通園しておりまして小学校入学前であるために対象世帯の把握が難

しいこと、あるいは制度の周知が十分にできていないことなどから、次年度以降の検

討、研究とさせていただきたいというふうに考えております。 

  答弁は以上でございます。 

○議長（中村武弘君） ２回目の質問ございますか。 



- 26 - 

  ３番橋井議員。 

○３番（橋井 肇君） 大変わかりやすく御丁寧な御答弁、ありがとうございました。

今回の文部科学省からの改正は、要保護児童・生徒に限ったものであり、準要保護児

童・生徒はその対象にはなっておりません。準要保護児童・生徒に対する国の予算措

置はないため、全額市区町村の単費となるため、負担できる自治体とできない自治体

が出る可能性があります。府中町におきましては、準要保護世帯も要保護世帯と同様

に取り組んでいただけるということを理解させていただきました。 

  支援が必要な家庭にどうやって支援情報を伝えるのか。そのためには行政が貧困家

庭をどう把握していくかが課題と言えます。一般に児童手当、就学援助、生活保護な

どの支援策は担当部署が分かれているため、各家庭の状況を包括的に把握しにくいの

ではというふうに感じます。各部署が連携して貧困家庭を支え、各家庭の実情に応じ

た支援が速やかに実施できるよう、検討をお願いいたします。 

  就学援助における新入学児童生徒学用品費の入学前からの支給に対応するためにの

予算措置を確実に進めていただきますよう要望いたしまして、質問を終わります。あ

りがとうございました。 

○議長（中村武弘君） 続いて、１１番林議員。 

○１１番（林  拡君） 今の答弁、中学生は３月から支給できるという。要保護も準

要保護もできるということですね。大分前向きに検討してくれたと思いますが、７月

にこの話が出て、それから結構時間があったと思います。この平成３０年度から小学

校もというわけにはいかなかったのでしょうか。よろしくお願いいたします。 

○議長（中村武弘君） 答弁。 

  教育部長。 

○教育部長（奥田米穂君） 思いとすれば小学校もという気持ちはあったんですけども、

どうしても予算の、中学校につきましては現在、先ほど答弁いたしましたとおり、小

学校６年生に在学していて対象となる世帯が十分把握できてると。小学校につきまし

ては幼稚園、保育園に通ってること、あるいは町内外の幼稚園、保育園に通ってるこ

と、それから予算の執行残が十分になかったということで、来年度以降の検討、研究

させていただきたいというふうに答弁させていただいたんですけども、やっぱり周知

という面は非常に我々としても課題というふうに考えておりまして、先ほど言いまし

たように、小学校６年生であれば実際に学校に通ってるので十分わかるんですけども、
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新たに小学校に入学する児童につきましては、例えば１１月、１０月ごろに実施され

ます就学前健康診断というのを行ってますけども、その場でしっかりお知らせを配る

とか、あるいはホームページ等でもお知らせを公表するとか、できる限りの周知、制

度周知については努めていきたいなというふうに考えております。 

  以上です。 

○議長（中村武弘君） ３回目の質問。 

  １１番林議員。 

○１１番（林  拡君） もうこの平成３０年度では間に合わないという、平成３１年

度から小学校でも実施するということでよろしいですか。 

  すいません、もう一つあるんですけれども、この入学準備金の金額なんですけれど

も、今回の文科省の通知で約倍額されまして、小学校４万６００円、中学校４万

７，４００円ということなんですけれども、この金額が小学校ランドセルだけでも平

均４万２，０００円ということで、中学校においては制服、かばん、靴、体操服、教

材費など合わせると１０万円以上かかるという計算も出ています。この金額について

もどう考えているのかお答えください。 

○議長（中村武弘君） 答弁。 

  教育部長。 

○教育部長（奥田米穂君） ごめんなさい。先ほど答弁が少し漏れておりましたけども、

小学校につきましては平成３１年度からできるように研究させていただきたいという

ふうに思います。 

  それから、新入学学用品費の単価でございますけども、これは文科省の通知の中に

別表という形で単価表が示されておりまして、その単価表のとおりでございます。実

態とすれば、議員御指摘のようにまだまだ必要な経費というのは各世帯ではかかって

るものというふうに思われますけども、我々としてはこの国の単価というものを準拠

して必要な費目の金額の設定をしてるということでございます。 

  以上です。 

○議長（中村武弘君） 以上で、第６項、就学援助における「ランドセル等新入学児童

生徒学用品費」の入学前支給を、３番橋井議員、１１番林議員の質問を終わります。 

  続いて、総務文教関係、第７項、府中公民館の建てかえについて、８番上原議員の

質問を行います。 
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  ８番上原議員。 

○８番（上原 貢君） お昼が近くなりましたんでおはようと言えないんですが、先ほ

ど繁政議員も質問されましたが、府中公民館の建てかえについて、繁政議員からは移

転するクラブの意見を聞いてほしいという意見がありました。私も少し似た意見でご

ざいますが、いわゆる府中公民館の建てかえは複合施設でございまして、消防団の詰

所や民俗資料館とか複合施設になるわけでございます。 

  しかし、公民館ではたくさんの講座があります。本当にたくさんあります。私、代

表者会議行ってきましたけど、５０はあるんじゃないですかね。たくさんおられまし

たけどね。もっとありますかね。非常にたくさんの講座がありまして、何百人という

方が中で活躍されております。 

  そういう中で、公民館の館長さんが代表者会議というのは、これからの公民館活動

はどうなんだという説明がございます。それについてこういうことをやってほしいと

いう説明があるわけで、私は長年絵画クラブの代表はしなかったんですね。議員して

ますのでしてなかったんですけど、十何年も何もしないというのもまことに申しわけ

ないということで、一度はしないといけないということで今回出てまいりました。 

  そうすると、今回の議題以外に最初に出たのは、いわゆる公民館建てかわるよとい

うことで、今から準備にかかりますという話があったわけでございます。そうすると、

終わった後ですね、話の後、クラブの代表者の方から私らの意見は聞かんのかという

意見なんです。これが１人が出すと、どんどん出るんですね。 

  そしたら館長さんは、いや、今言ってもらっても私も何もできないと、館長は聞い

ても何もできないよという回答でございまして、そしたら何のために代表者会議やる

んやということで随分これ紛糾したんです。実はね。たくさん出ました。我々の意見

は無視するんかと、これじゃ上意下達じゃないかと、こんなもんでいいと思ってるの

かというふうなことで、館長さんも立ち往生で私の顔をじっと見るわけですよ。私も

じっと見られたら何も言えないので、「じゃあ一般質問してきます」というふうに言

ってですね、その場はやっとおさまったわけでございまして、きょうは代表者会議の

代表として一般質問をやっております。 

  公民館の建てかわる内容について、こんなたくさんの意見があり、利用者の意見が

あるわけでございますから、設計まだできてないと思うんですね。いわゆる専門家会

議か何かで決めるんでしょうが、こういう設計の前に利用者の意見を聞く場ですね。
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こういう場面をつくる必要があるんではないかと思うんです。 

  ということで、何も聞かずにやるよりは、設計してしまうともう決まりですからね、

なかなか変更難しい。１ついらうときはあちこちいらわないといけない、いらうよう

になりますので、設計の前に利用者に対して、代表者に対して意見を聞く場面、そう

いうのをつくっていただきたいと思うわけでございますが、いかがでしょうか。 

○議長（中村武弘君） 答弁。 

  教育部長。 

○教育部長（奥田米穂君） ８番上原議員御質問の府中公民館の建てかえについて答弁

いたします。 

  府中公民館等の耐震化に伴う改築事業につきましては、１１月２４日に開催されま

した全員協議会において説明させていただいたところでございます。 

  今回の整備は、老朽化が著しく進行した公民館と歴史民俗資料館が新耐震基準によ

る耐震性を有していないことから整備を行うもので、今の公民館にあるホール、図書

館、工作室、調理室、和室などのこれまでの機能や規模を基本的に維持し、それを整

備していくと。これに加えてトイレ、あるいはエレベーターなどのバリアフリーなど

の対応を加えていくということを考えております。 

  複合化するメリットとしましては、機能の共有化や空間の合理化による建築費や維

持管理コストの抑制、あるいはさまざまな多世代交流や団体交流による生涯学習の推

進などが考えられます。 

  今後、基本設計、実施設計が進められることになりますが、設計に当たってはこれ

までの活動状況や利用実態を踏まえながら、多くの町民に利用していただく施設を目

指したいというふうに考えております。 

  そのため、広く町民からも意見を募集するパブリックコメントを実施、検討いたし

まして、できる範囲内で意見を踏まえた設計を考え、町民から親しまれ、使いやすい

施設を目指していきたいというふうに考えております。 

  答弁は以上でございます。 

○議長（中村武弘君） ２回目の質問ございますか。 

  ８番上原議員。 

○８番（上原 貢君） 私が質問したのは、パブリックコメントということを言ってる

わけではございません。今の利用者が、公民館利用してる現場の方がおられるわけで
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すから、この人らの意見は聞かないのかという質問でございます。これについて答え

てください。 

  要は、パブリックコメントはいろんな人がコメントします。しかし、現在使ってい

る、公民館を使っている講座の方々は、それぞれ使い勝手とかいろいろ考えてるんで

すよ。例えば、水道の位置とかね、それとか電源の位置であるとかね、それからエア

コンがどういうふうになる、こういうふうなエアコンがいいんじゃないかとか、階段

はこんなんがいいんじゃないかとか、いろいろな意見を持っておられて、いわゆる代

表者会議でもたくさん出たんですよ。だから、細かいとこが、これは利用してる人で

ないとわからないとこがあるんですよ。やってるとこは。現在ある施設であっても、

そのまんま継続しなくてもこれは要らないよというのもあるんですよ。こんな施設は

要らなくてもいいよと、だけどこんな施設は要るんよという意見があるんですよ。こ

ういうことを聞く場面がないと、それは上意下達ですよ、それは。いかがですか。 

○議長（中村武弘君） 答弁 

  教育部長。 

○教育部長（奥田米穂君） もちろんパブリックコメントだけではないということで、

しっかり利用者、利用団体の意見を踏まえてしっかり聞いて、今後進められる基本設

計、実施設計を進めていきたいというふうに考えております。 

○議長（中村武弘君） ３回目の質問はございますか。 

  ８番上原議員。 

○８番（上原 貢君） 利用者の意見を聞く場面ができるわけですね。はい。それを確

認して終わりたいと思います。ありがとうございました。 

○議長（中村武弘君） 以上で、第７項、府中公民館等の建てかえについて、８番上原

議員の質問を終わります。 

  続いて、総務文教関係、第８項、女性消防吏員の活躍推進を、９番益田議員の質問

を行います。 

  ９番益田議員。 

○９番（益田芳子君） 皆様、こんにちは。府中町消防本部には、府中町の町民の生命、

また財産を日々守っていただいていますことを敬意を払いまして、質問をさせていた

だきます。 

  女性消防吏員の活躍推進を。 
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  ２０１５年に消防本部における女性職員のさらなる躍進に向けた検討会報告書が公

表され、地方自治体に求められる女性消防吏員の活躍推進の拡大は必要不可欠である

と思います。 

  また、２０１６年４月には、女性活躍推進法（女性の職業生活における活躍の推進

に関する法律）が施行され、少子高齢化社会の本格化に伴う労働力人口の減少への対

応から、女性の就業率の向上や職業分野での期待も寄せられています。 

  みずからの能力をもっと発揮したい。こうした女性の希望をかなえる環境を整備す

ることは、喫緊の課題と思います。 

  女性消防吏員は年々増加し、担当業務も平成６年の女子労働基準規則（現女性労働

基準規則）の一部改正により、女性消防吏員に係る深夜業の規制が解除され、予防業

務のほかに指令管制、救急隊、消防隊などの交代制勤務も可能となりました。 

  現在、本町の消防本部には２名の女性消防吏員が所属されていますが、女性消防吏

員の活躍推進の取り組みについて、以下３点についてお伺いをいたします。 

  １、女性消防吏員を増加させることの意義について。 

  ２、本町の女性消防吏員の現状認識について。 

  ３、職場の整備や課題、男性職員の意識改革について。 

  以上です。 

○議長（中村武弘君） 答弁。 

  消防長。 

○消防長（寺尾光司君） まず最初に要求資料がありまして、一般質問ナンバー９参考

資料をお配りをしております。ちょっと一部確認の不十分さで誤りがありますので、

訂正をさせてください。 

  下の近隣市町の女性消防吏員の人数という表ですが、その表の下から３行目、安芸

高田市消防本部の欄がありますが、その管轄区域を安芸太田という表現しております

が、これ安芸高田の誤りでございます。どうも失礼いたしました。確認の誤りでした。 

  それでは、答弁させてもらいます。 

  まず、第１点、１番目の質問、女性消防吏員を増加させることの意義についてでご

ざいますが、議員御指摘の総務省消防庁の２０１５年の検討会報告書でも触れられて

おりますが、これまで多くの消防本部では、消防は鍛え抜かれた体力、技術によって

現場で命がけで活動する男性の職場であるとの考え方が多くあったと思われますが、
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救急救助の対象者、また防火、防災の対象者も当然男性、女性とも対象者でありまし

て、男性だけでなく女性が参画、活躍することが、より一層消防防災体制の向上に寄

与するものと考えております。 

  例えば、救急においては女性傷病者を扱う際に、相手に抵抗感を与えずに活動でき

ることや、さらに接遇の向上など、住民サービスをより向上させることができます。

性別にとらわれることなく適材適所の人材活用を図ることによって、人材の能力発揮

につながることであることや、女性を含めた多様な経験を有する職員が住民サービス

を提供することによりまして、子どもや高齢者、災害時の要支援者など、さまざまな

状況にある多様な住民への対応力が向上していくものと考えます。 

  また、女性消防吏員を増加させ、女性の活躍を組織的に推進することによって、男

性だけの視点でなく多様な視点で物事を捉える組織風土が生まれるものと思います。 

 さらに、育児、介護など、それぞれ異なる事情を持っていることを組織や同僚が理解

し、支援する組織風土が醸成され、多様なニーズに対応できる柔軟性が消防組織に備

わることとなります。実際、女性消防吏員の活用が進んでいる消防本部においては、

女性消防吏員の活躍により士気の向上等組織力の強化につながることの理解が進んで

いるとも言われまして、このような職場は男性職員にとっても働きやすい職場であり、

組織の活性化、組織力の強化、士気の向上を図ることができるものと認識をしており

ます。 

  続きまして、２番目の質問、町の女性消防吏員の現状認識についてでございます。

男女が共同参画し、女性が活躍できる職場づくり、そして女性のきめ細やかな特性を

生かして十分な住民対応を図る必要があることから、府中町は小規模な消防本部では

ございますが、早くから女性吏員を採用してきております。平成１６年４月に１人を

初めて採用し、平成１７年４月に２人目を採用しております。自己都合とか結婚によ

り退職された方もありまして、現在は平成２１年と平成２７年に採用した２名の女性

消防吏員が勤務しております。女性は４名の採用実績がございます。 

  女性と男性を特に分けた運用等は行っておりません。２名とも２４時間勤務、隔日

勤務を行っておりまして、年長者はことし３月に救急救命士の国家資格を取得し、現

在救急隊の副隊長を務めております。 

  また、３年目の女性消防吏員は消防隊第１分隊隊員として活動しているとともに、

小・中学校のキャリア学習で職業講話を行ったり、また消防訓練会場での概要説明の
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アナウンスなどを行っております。親しみやすい、わかりやすいと高評価を得ている

ところでございます。それぞれが研さんに努め、個性と能力をしっかり発揮している

と思っております。 

  また、男性職員に対しましても刺激になっておりまして、相乗効果があるものと考

えております。住民サービスの向上、消防組織の強化につながっていると考えており

ます。 

  要求資料にもありますように、府中町は男性５６名に対して２名で、女性の割合は

３．４％となっております。国、総務省消防庁では、全国の女性消防吏員の割合、こ

とし４月１日で国全体で２．６％でありまして、警察とか自衛隊、海上保安庁と比べ、

最も低い割合であることから、国では平成３８年当初までに５％に引き上げることを

目標として掲げております。 

  本町消防本部といたしましては、施設面や部隊編成を考慮して４人までは採用可能

だと考えており、今後とも積極的に採用を考えておりますが、昨年とことしの職員募

集につきましては、女性からの申し込みはありませんでした。国からの女性消防吏員

の採用拡大を求める各種パンフレットも届いております。今後とも国や各消防本部と

連携し、周知活動に取り組みたいと思っております。 

  続いて、３番目でございます。職場の整備や課題、男性職員の意識改革についてで

ございますが、平成１６年度に初めて女性を採用するに当たり、女性用の仮眠室があ

りませんでした。このことから、救急隊仮眠室を女性用仮眠室として転用することと

し、対応をいたしましたが、トイレとかシャワー室は既存の施設を利用ということで、

不十分なところがありました。その後、平成２４年に女性の仮眠室を大きく改修し、

ユニット式トイレ、バス・シャワーつき２段ベッドの仮眠室に大きく改修をしており

ます。このことから、現時点では特段不都合は生じておりませんが、今後も状況を見

ながら環境整備に取り組んでまいりたいと考えております。 

  しかしながら、消防庁舎自体が老朽化し、手狭となっております。増加する救急事

案への対応のための職員増や女性消防吏員のさらなる増員を考慮すると、消防庁舎の

改築が今後大きな課題になってくると考えております。 

  次に、男性職員の意識改革についてですが、当本部では先ほど答弁いたしましたよ

うに、平成１６年度、１３年前から女性消防吏員を採用しております。また、過去か

ら婦人消防隊とか女性会、防火クラブの協力を得て火災予防啓発等に努めてまいりま



- 34 - 

した。 

  また、本年１０月には女性を消防団員に採用し、火災の予防方法や応急手当の普及

啓発にも努めておりまして、女性による消防活動への参画については、男女がともに

消防活動に参画するという一定の土壌が醸成されていると考えておりますが、引き続

き男女が共同して活躍できる職場づくり、環境づくりにより一層努めてまいりたいと

考えております。 

  以上、３点について答弁をさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

○議長（中村武弘君） ２回目の質問ございますか。 

  ９番益田議員。 

○９番（益田芳子君） 答弁、また資料、大変ありがとうございました。 

  近隣市町の女性消防吏員の人数を見ましても、女性の活躍推進がまだできていない

なというふうに考えます。消防長のほうからも言われましたように、全国でも女性消

防吏員は平成２７年４月１日現在で３，８５０人、消防吏員全体に占める割合は

２．４％と私はお聞きしておりましたけども、２．６％。警察官の７．７％、自衛官

は５．６％、海上保安官は５．５％と比較しても、最も低水準であるということが、

消防組織に対して必要な取り組みの強化も打ち出されているんではなかろうかなとい

うふうに思います。 

  女性消防吏員の増員の意義についてということもお話をしていただきました。答弁

をしていただきました。特に、大規模災害にも的確に対応するための自助、共助、公

助が一体でなければならない。そういうふうに思っております。特に、地域社会では

女性が半数を占めている。いわゆる公助を担う消防の本部において、女性の参画、ま

た活躍は大変重要でもあるかと思いますし、住民サービスの向上、特に子どもさんや

高齢者、災害時の要支援者などには、さまざまな状況に対応できる、そういった女性

消防吏員が必要ではなかろうかと思います。 

  現状の認識での答弁では、府中町は早くから、平成１６年から消防吏員が誕生され

たということでございます。これまでの女性消防吏員の経緯を見ますと、昭和４４年

に川崎市が１２名の女性消防吏員を採用され、採用目的は主婦や高齢者等の防火防災

教育。また、男女別の救急搬送人数を５年間調べていただきました。おおむね男女と

も半数という結果でございました。現在、２名の女性消防吏員の救急搬送にかかわる

出動の割合から、増員の必要性があるかと思います。 
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  また、予防業務として、住民サービスの点からも十分な役割が果たせてないのでは

ないかなというふうに思います。今後、消防本部としての取り組み強化はされていく

のか、その点もお伺いをしたいと思います。 

  消防長は、女性消防吏員の全国比率を平成３８年までに５％引き上げることを共通

目標として、目標達成に向け、平成２９年の採用から少なくとも２倍から２．５倍の

女性吏員の採用を確保する。こういった数値も継続的に続けるように消防本部に強く

期待をしているところでございますが、進捗状況を確認した上で政策目標、先ほど

２名を４名にしたいという可能性も言っておられましたですけども、なかなか職場の

整備課題につきましても、現在２名の女性消防吏員がおられますが、トイレ、シャワ

ー、そういった設備もしていただきましたが、なかなかこれ大変狭いものと認識をし

ておりますし、女性のそういった部屋に関しては、必ずしも鍵等がかかるのかなとい

うふうに、そういった疑問も感じているところでございます。 

  女性消防吏員の募集はしているけども、なかなか応募がないとの答弁でございまし

た。１６日付の中国新聞に、女性の活躍度県別ランキングで職場、家庭、地域を分析

した結果が公表されました。中国地方は、鳥取県が３位、島根県１１位、山口県

１５位、岡山県２０位、広島３２位でございました。１位を目指す県では、仕事の分

野では女性が働きやすい職場づくりや、個性、能力が正当に評価される環境整備を進

めるとありました。女性が活躍できるということは、働きやすいという、才能を発揮

できる、そういう環境があるかと思います。 

  女性の職業生活における活躍の推進に関する法律で、女性採用比率や勤続年数、男

女差、労働時間、女性管理職比率などの状況を把握し、行動計画をつくり、公表しな

ければならないというふうなこともあります。地方公共団体はこれは義務化されてお

りますけども、その点もう少し詳しくお話をしていただきたいと思います。 

  先ほど女性消防団、そういった方の採用もございましたけども、こういった団員に

対するいわゆる採用、どういうふうな経緯で採用されていたのか。その辺も少しお伺

いをしたいと思います。よろしくお願いいたします。 

○議長（中村武弘君） 消防長。 

○消防長（寺尾光司君） ちょっと多岐にわたるということなんで、答弁漏れがあれば

指摘してください。 

  まず、消防は女性の比率が低いという話ですが、話がありましたのが警察とか自衛
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隊、海上保安庁という２４時間勤務があるようなところと比べてということなんです

が、どうしても消防本部の場合は市区町村で運営しておりまして、全国の消防職員は

１６万人いますけれど、実際は東京消防庁みたいな大きな何万人いるところと府中町

みたいに小さいところとそれぞれ状況が違いまして、なかなか警察とか自衛隊みたい

な大きな組織ではありませんので、そういう女性が働ける場所が限られる部分がある

ということで採用がなかなか進んでないということでございます。 

  参考資料でもお渡ししました、これ県内全部の１３の消防本部の割合ですが、女性

職員がいないところもまだ３本部あります。逆に広島市の消防局では４０名以上の採

用があるということで、やはりある程度の組織が大きいと女性が対応できる部分が、

職種が多いのかなということでございます。一般的には日勤業務ですよね。通常の

８時半から５時１５分までの勤務いうことで、消防の予防活動とか広報とかいう業務

についておられる例が多いというふうに聞いております。 

  ただ、府中町の場合は日勤者というところではなくて、通常の２４時間勤務のほう

に入ってもらう。それと、先ほどちょっと答弁にも言いましたように、各種そういう

ボランティア団体の方にも協力いただいて、共助の部分でしてもらってやっていただ

いてるというのがございます。 

  それと、女性消防団員の関係ですが、従前からこちらのほうも、消防署の吏員じゃ

なくて団員のほうも女性団員をふやしていくと、女性の活躍推進いうことでやはり国

の消防庁のほうからも言われておりまして、府中町の消防団のほうも従前、大分前か

ら女性の勧誘を取り組んでいただいております。 

  具体的には、ＰＴＡの総会に消防団員の団長さんやら副団長の方が行って、消防団

がこういう取り組みをしておりますのでぜひ入ってくださいという、各学校のＰＴＡ

に行ってそういう募集活動をしているという実態があります。今回２名の方が入って

いただいてるんですが、この方は実際は看護師の資格を持っておられるいうことで災

害ボランティアをやっておられる方なんで、そういったところから理解が深まって今

回加入いただいたということでございます。 

  県内で消防団は２３市町全部にございまして、この中でもやはり消防団に女性がな

いところがやはり数町あります。府中町も初めて今回入ったということで、入ってい

ただいたということで、ごめんなさい、県内で５つ女性が入っていない消防団があっ

たんですが、今回府中町入ってもらったんで、それが今４つになったというような状
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況であります。 

  今後は、なかなか各分団のほうに所属して活動してもらういうのは、なかなかちょ

っと今現時点まだ入ったばっかりなんで難しいので、一応消防署の本団づけというこ

とで、予防の部分、例えば救急講習とか防火教室とかそういった予防の部分、それと

か今回火災予防週間のときに車に乗って広報活動していただいたんですが、そういっ

たＰＲ部分を担っていただこうと、それと予防の部分をやっていただこうというふう

に思って事前の訓練を行っていただいているという状況でございます。 

  あと、部屋については鍵がかかる部屋になっております。休憩室ですね。 

  ちょっと以上でよろしいですか。 

○議長（中村武弘君） ３回目の質問はございますか。 

  ９番益田議員。 

○９番（益田芳子君） 今言われたトイレ、シャワー室、仮眠室。そういったところに

関しましても、先ほども申しましたように大変狭い空間の中で過ごしておられますの

で、そういった十分睡眠、仮眠等がとられますように、そういった環境整備も進めて

いただきたいと思いますし、これが今目標を設定されています４名になると、まずこ

の部屋は使えないということもあります。そういったことも計画性を持って、またこ

れからやっていただきたいなというふうに思います。 

  先ほど女性消防団員採用された経緯もお話をしていただきました。大変女性消防吏

員が応募が少ない中で、こういった方の活躍が目に見えているということは大変喜ば

しいことでもありますし、子どもから、また高齢者の方にとりましたら、女性の消防

吏員の方が大変優しく声をかけていただけるというのは、期待も受けられるんじゃな

いかなというふうに思います。 

  ２０１５年の１０月に倉敷で日本女性会議が開催され、その分科会で「私たちの防

災」というテーマで倉敷の女性消防団員の方が事例発表されました。その中にもやは

り女性部としては仕事を持ち、また家庭を持ちながら、あいた時間を利用して火災や

災害等の現場でなく、防災、また防火、救急の広報活動、こういったこともしていた

だいておりますし、また消防署の職員とともに普通救命講習や救急の日、救急法への

参加や広報の啓発活動の防災教室、また児童館、保育園、幼稚園等地域でいろいろな

活動等もあります。そういったところにも配置をして、女性の視点を生かした独自の

活動をしておられます。本町でも女性消防吏員がまだ少ないっていう、そういったこ
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とで、補える救急救命に関する資格を持つ女性の活躍をもっと推進をしていただけた

らというふうに思います。 

  以前、防災士資格につきまして補助をしていただけないかというような質問をさせ

ていただきました。防災士を習得するにはそういった経費がかなりかかりまして、約

１０万円ぐらい申請、交通費、宿泊するとそういった金額もかかりますので、こうい

った消防団募集に当たっても防災士の資格を取得するために、そういった助成もぜひ

していただきたいなというふうに思います。 

  資料にもございますように、救急の救急患者の約半数が女性でございます。この中

には子どもさんもおられますけども、こういった配置も本当によくよく検討していた

だきまして、女性が輝く府中町の消防本部をぜひ目指していただきたいなというふう

に思いまして、私の質問を終わらせていただきます。ありがとうございました。 

○議長（中村武弘君） 消防長。 

○消防長（寺尾光司君） ちょっと環境整備についてちょっと説明をいたしますと、女

性の休憩室というのは先ほどちょっと答弁しましたように、もと救急隊の休憩室を転

用してそこを女性用の仮眠室、トイレ、シャワーをつけた部屋に改修をしております。

そして、そこへ２段ベッドを今入れてまして、２人の女性の職員が要は交代交代に利

用してる。だから、２段ベッドですから、基本的には交代交代いうことになれば、

４人ほど入れるいう状況にはなるということでございます。 

  それと、狭いという話ですが、そんな広い部屋じゃありませんけど、男性のほうの

休憩室、仮眠室いうのも２段ベッドでそんな広くないという状況なので、先ほど答弁

で言いましたように、やっぱり消防施設全体の改修いうのをちょっと今後本気になっ

て考えていかなければならないというふうに思っております。 

  それと、防災士につきましては、一応そういう御要望があったというふうにお伺い

しておりまして、これは安心安全室のほうとも関係がありますので、そういった御意

見があったというふうにお伺いしておきます。 

  以上でございます。 

○議長（中村武弘君） 以上で、第８項、女性消防吏員の活躍推進を、９番益田議員の

質問を終わります。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（中村武弘君） 少し早いようですけど、昼休憩をとりたいと思います。再開は
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１３時からといたします。休憩。 

（休憩 午前１１時４２分） 

 

（再開 午後 １時００分） 

○副議長（山口晃司君） 議長を交代いたしました。休憩中の議会を再開します。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○副議長（山口晃司君） 続いて、総務文教関係、第９項、理科教育環境整備の充実を、

９番益田議員の質問を行います。 

  ９番益田議員。 

○９番（益田芳子君） それでは、２回目の質問をさせていただきます。 

  質問、理科教育環境整備の充実を。 

  質問趣旨、本年３月に小・中学校の次期学習指導要領において、理科教育では観察、

実験が重視され、環境整備に十分配慮すること。これはこれまでの学習要領において

もこの文はございましたけども、次期学習指導要領においてもこの一文が継続的に加

えられたものでございます。 

  この次期学習指導要領が告知され、本町の理科教育環境においても設備機器の観

察・実験器具の充実に積極的に取り組んでいただいていると思います。 

  しかし、現場では観察・実験器具の不足や古い実験器具等が使用されている実態も

あります。 

  また、大幅に時間増となっています理科教育では、実験準備、後片づけの時間など、

特に小学校の理科専科教員のいない学校では準備不足等の負担もあり、早急に整備や

改善が必要だと思います。 

  そこで、以下２点についてお伺いをいたします。 

  １、小・中学校の理科教育観察・実験機器の不足を認識されているのでしょうか。 

  ２、理科教室の環境整備について。 

  以上でございます。 

○副議長（山口晃司君） 答弁。 

  教育部長。 

○教育部長（奥田米穂君） ９番益田議員御質問の理科教育環境整備の充実をに答弁い

たします。 
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  答弁の前に、配付しております要求資料の説明から行います。 

  理科教育の振興を図るための国庫補助金、理科教育施設整備費等補助金がありまし

て、理科の実験器具や算数、数学の提示説明器具を整備するために必要な経費の２分

の１を国の予算の範囲内で補助するものがございます。 

  各学校におきましては、授業で使用する教材備品の購入に係る予算は理科以外にも

多くありまして、限られた学校予算の中で工夫しながら真に必要な備品購入に係る予

算を要求しておりまして、この理科教育施設整備費補助金対象の備品に限れば、小学

校では年間各校平均ではございますが、３７万４，０００円、中学校では５８万

９，０００円の要求額となっており、例年要求どおりの予算措置を行ってるとこでご

ざいます。 

  資料の２ページになります。 

  理科設備の基準金額でございますが、見出しのすぐ下の行のとこにありますけども、

小学校でいきますと１，０３４万１，０００円、次の列の中学校でございますが、基

準額は２，２３４万４，０００円というふうになっております。この補助金交付要綱

に定める１校当たりの設備整備の目標額を示しているところでございます。 

  参考までに３ページ目ですが、小学校の理科教育のための設備品目と整備すべき数

量、それから例示品目を示しておりまして、優先的に整備に努めなければならない重

点品目についてはアンダーライン、下線が付せられてるところでございます。 

  同様に、４ページ、５ページには中学校の資料となります。 

  これらを全て整備いたしますと、合計金額は先ほど説明いたしました基準金額、小

学校は１，０３４万１，０００円、中学校は２，２３４万４，０００円になるという

ことでございます。 

  １枚目に戻っていただきまして、各学校ごとの理科備品の整備台帳から平成２８年

度末現在の整備している備品の現有額、①のところになります。と基準金額、②に対

する割合をそれぞれ示し て お り ま し て 、 小 学 校 で は ４ ４ ． ３％、 中 学 校 で は

５２．８％の割合となっています。これが整備充足率になります。 

  なお、要求資料の最後にある少額設備品とありますけども、これは国庫補助の対象

とならない小学校は１万円未満、中学校は２万円未満のものを示しておりまして、具

体的には理科用の塩酸などの薬剤、あるいはビーカー、試験管などを示しております

が、大量の消耗品ということでもありまして、全体の把握は行っておりません。 
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  それで、この整備充足率でございますが、全国比較や県内の市町ごとの比較をした

データはありませんが、過不足かどうかの判断は非常に難しいところでございますけ

ども、県立学校の基準金額に対する充足率が２割を切ってるということでございます

ので、決して府中町の整備率は悪い数字じゃないというふうに認識しております。 

  補助金の交付要綱に示されております基準となる設備は、あくまでも目安でありま

して、これ全てを整備しなければならないという性格のものではありません。議員御

指摘のありましたように、前回の学習指導要領の平成２０年度改訂におきまして理科

の授業時数がふえまして、小学校６年間で３５０時間から４０５時間、中学校３年間

で２９０時間から３８５時間と、観察、実験の充実によりまして、さらに学習の質の

向上が求められてることから、議員御指摘のとおり実験設備整備の必要性は十分に認

識しておりまして、より一層の教育環境充実のために学校の要望もしっかりと把握し

ながら、適正な教材、備品購入費の確保に努めてまいりたいというふうに考えており

ます。 

  お尋ね２点目の準備室を含めた理科教室の環境整備につきましては、各学校におい

て整理整頓は当然ながら、児童・生徒の安全確保を第一に配慮しつつ、使いやすく学

ぶ雰囲気をつくり、理科に対する興味、関心も高めて、学習内容を定着できるよう、

学校と連携しながら指導を進めてまいりたいというふうに考えております。 

  答弁は以上でございます。 

○副議長（山口晃司君） ２回目の質問はございますか。 

  ９番益田議員。 

○９番（益田芳子君） なかなか丁寧な資料をいただきまして、ありがとうございます。

小学校教育の理科の重要性、子どもたち本当に楽しい、理科は楽しい、おもしろい、

わくわくする。そういったことを私も聞いております。学ぶことの意欲を高める上で、

本当に理科っていうのは大変な大事な教材だと認識をしてるところでございます。 

  文部科学省では、要旨にもありましたように新学習指導要領で授業日数、また学習

内容など、これまで以上にも増加をしてるっていうことを認識しております。理科教

育設備とは別に、新たに観察、実験のための備品、消耗品が必要であるために、教材

整備計画の中に理科機器が盛り込まれているということもわかっておりますけども、

資料等でお示しをいただいておりますが、これまでの予算、資料要求はいたしており

ませんけども、現時点の予算、そういった部分しかちょっとわかりかねるところもあ
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りますが、こういった新たな観察、実験のための整備計画の中で予算が求められてい

ることは確かなんですが、今現在よりも過去にさかのぼって理科教育に関する予算は

ふえてきているのか、その辺を少しお伺いをしたいと思いますし、また今後の計画。

現場では不足をしてる、また古い機器を使っているっていうお声も聞いて、何とかし

のいでいるというお話も聞いておりますので、そういったこともあわせて再度お聞き

をいたします。 

  それから、ここ最近理科の学習をしてるところにも視察に行ってまいりました。子

どもたち、大変楽しく授業を受けているなというふうに見受けました。理科専科がい

ない、そういった学校。学校の規模にもよりましていないということも重々わかって

いるつもりではございますけども、やはり学習面に対して専科の先生がいない学校で

は、準備不足、なかなか理科の教材、器具等全て子どもたちのクラス人数に合わせて

先生がその準備をしていくという、大変な労作業なことではないかなというふうに思

います。そして、時間数も多くなりましたので、本当に教科的にも理科室を使う頻度、

それも多々多くなっていることもよくわかっております。 

  この前理科の教室に行かせていただきましたときに、塩水の塩分の出る過程で、私

のときにはアルコールランプを使っておりましたけども、今はガスボンベというもの、

便利なものを使っておりました。そこで少し気になっておりましたのが、子どもたち

全員がゴーグルを使っておりました。これは一人一人のものではなくて、持ち回りな

がら、各クラスで持ち回りながらやっていく。そういった面で衛生面でどうかなとい

うことも考えましたし、環境整備の中で今回は全小・中学校にエアコン等も整備をさ

れましたけども、ここ理科室につきましてはまだエアコン整備もついてない。今回行

きましたのが冬場でしたので、そういったゴーグルを使われてるというのもわかりま

すけども、これ夏場でしたらゴーグルつけての勉強はいかがなものかなということも

感じた次第でございます。 

  平成２４年に理科支援員配置事業というものがございまして、この府中町でもそう

いった事業に参加をされておられました。全国では、特に小学校で理科の専門教員を

退職された方とか、補助に専門性のある方を授業に迎えてるというところもございま

す。そういった取り組みもまた必要ではないかなと思いますが、教員の働き方改革、

チーム学校の推進など、今後取り組む計画もあるのではないかと思います。この理科

支援員事業に関しまして、府中町も参加をされておられますので、そういった面でプ
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ラスになった点、また今後何かこういった面で計画等がありましたら少しお示しをし

ていただきたいなというふうに思います。 

○副議長（山口晃司君） 答弁。 

  教育部長。 

○教育部長（奥田米穂君） お示ししました資料は、平成２８年度末の現在の保有して

る備品の金額、トータル金額ということで、過去数十年にわたって積み上げてきたも

のの合計金額だと思うんですが、この理科備品に限っての予算で言いますと、先ほど

答弁もしましたとおり、限られた学校の予算の中で工夫しながら、本当に必要なもの

を備品購入にかかる予算として要求を受け、それを国庫補助の範囲内であれば要求ど

りに措置をしてるという状況で、各学校平均３７万円、小学校で言えばですね、中学

校で言えば５８万９，０００円という要求額を基本的にはつけているという状況でご

ざいまして、ここ数年で大きくふえたり減ったりということはございません。大体同

じ金額で推移してるという状況でございます。 

  それから、２点目に御質問のありました理科専科といいまして、担任を持たず、理

科の授業だけをする教員のことを指し示しているわけなんですけども、今のところ府

中小学校、府中南小学校といった大規模な学校にのみ配置をしてると。それ以外は担

任も持ちながら、ほかの教科の授業もしながら、理科の実験の準備もしながらという

ことで、非常に忙しい大変な状況であるということは議員の御指摘のとおりだという

ふうに思っております。十分認識をしておりますが、限られたマンパワーの中でチー

ム学校ということで、組織的に学校でお互いが助け合いながら理科の実験、観察がお

ろそかにならないように工夫をしながら、今言いました理科専科がいない学校につい

ては工夫をされてるという状況ではないかなというふうに思います。 

  それから、３点目の理科支援員配置事業ということでございますが、今はもう既に、

これは恐らくですね、ちょっと私の記憶のおろそかな、ちょっと薄いところではある

んですけども、県教委の恐らく事業でそういう事業が進められてたと思うんですが、

既にもう終わっておりまして、とはいえやっぱりその事業を引き継ぐ形で理科教育と

いうのはやっぱりほかの教科も含めて充実、発展させていく必要があろうかなという

ふうに思います。 

  いろんな教育センター等の研修もありますし、理科教育の専門性を高めていく取り

組みも必要ではないかなと思いますので、引き続きどういったことができるかという
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ことも含めていろいろと研究をしていきたいなというふうに思います。 

  以上です。 

○副議長（山口晃司君） ３回目の質問はございますか。 

  ９番益田議員。 

○９番（益田芳子君） 予算に関して言えることは、今の現学校で不足しているそうい

う理科の器具等がある、あったとしても古い器具を使っているという現状も多分認識

をされているかと思います。予算的に範囲内であるっていうふうに今言われましたけ

ども、そういう中でもやはり工夫をしながら、学校のほうではそういったこともあわ

せて子どもたちにそういった不自由さをかけないために一生懸命やってくださってる

ことも認識をされておられると思いますので、そういったことも新しいものも入れて

いかないといけないということもありますけども、理科実験に関しましてはやっぱり

危険を伴うこともありますので、そういったこともあわせて、古いものに関しまして

も学校等に出向いていただきまして、そういった不備も指摘があるんであれば改善を

していただきたいなというふうに思います。 

  強いて言いますと、府中小学校でございますけれども、校舎は大変新しい校舎とな

りました。しかしながら、理科教室は以前のまま古い校舎で学んでいるということが

ございます。その中でやはり一番大事な机なんですけども、これがＡ４のノートとか

そういったものを置きますと、はみ出してしまう。そういう狭い机で今授業をしてる

ということも承知をしておりますので、そういったこともあわせて学校のほうには予

算等、そういった器具不足等で出向かれているかとは思いますが、理科教室もしっか

り見ていただきまして、検討していただきたいなというふうに思います。 

  理科実験室っていうか理科の準備室ですけども、器具におきましては危険的な少し、

小学校ではそんなにはないんですけども、薬物等もございます。そういう管理、鍵の

管理。そういったことも少し気になるところもございましたので、その辺もしっかり

学校に行きましたら見ていただきたいなというふうに思います。 

  実験や観察の授業など、指導力といいますか、なかなかここ最近聞きますと、大学

等でも理科専科のそういった部分が少しずつ学生の方が学ぶ機会が少なくなっている。

そういう苦手意識の中で理科の専科以外の先生は理科を受け持っているということも

ございますので、とにかく不足しているもの、よくよく要望をお聞きしていただいて、

十分に子どもたちが楽しい理科、そういう夢のある本当にわくわくするような、そう
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いう実験ができるように、しっかりとした器具整備をしていただきたいなというふう

に思いますので、よろしくお願いをいたします。 

  小学校の府中小学校の机に関しては早急にお願いしたいと思いますが、何かお示し

がありましたらお答えをいただきたいと思うんですが。 

○副議長（山口晃司君） 答弁。 

  教育部長。 

○教育部長（奥田米穂君） 早急にどういう現状であるかということを確認をいたしま

して、先生方、使われている学校の声も聞きながら、何ができるかというのを少し研

究させてください。 

  以上です。 

○副議長（山口晃司君） 以上で、第９項、理科教育環境整備の充実を、９番益田議員

の質問を終わります。 

  以上で、総務文教関係の質問全部を終わります。 

○副議長（山口晃司君） 続いて、厚生関係の質問を行います。 

  厚生関係、第１項、防犯カメラ設置の運用に伴う情報管理について、４番梶川議員

の質問を行います。 

  ４番梶川議員。 

○４番（梶川三樹夫君） 防犯カメラ設置の運用に伴う情報管理ということで質問をさ

せていただきます。 

  この防犯カメラについては、以前から何回も質問が出たように思いますし、特に最

近、昨年の６月でしたか、力山議員のほうから防犯カメラを設置するのは町が主体と

なってやるべきであるというような御意見に対して、町は非常に前向きな答弁をいた

しました。私もできるんだなということを確信をいたしました。それでことし予算が

つきまして、今町内に設置されたところでございます。 

  これから運用が始まるということで、その防犯カメラ設置の運用に伴う情報管理に

ついてということで質問をさせていただきます。 

  平成２９年度主要事業として防犯カメラが町内に設置されました。この防犯カメラ

設置事業は、地域の自主的な防犯活動を補完し、犯罪の起こりにくい安全なまちづく

りを推進するため、町内１２カ所の交差点に設置されたものです。これらの防犯カメ

ラの設置により、犯罪抑止や事件発生時には容疑者特定に効力があるものと期待され
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ます。 

  一方、カメラが高性能になり、画像の鮮明化で個人情報保護の観点からその画像情

報の取り扱いの重要性も増しております。今後、防犯カメラを運用するに当たり、以

下質問いたします。 

  １、防犯カメラ設置を町の事業として行うことにした理由は。 

  ２、町内１２カ所を選んだ過程及びその理由は。 

  ３、防犯カメラで撮ったデータの管理及び運用に伴う情報管理などのガイドライン

の作成はということで質問をいたします。 

  以上、よろしくお願いいたします。 

○副議長（山口晃司君） 答弁。 

  生活環境部長。 

○生活環境部長（戸田秀生君） ４番梶川議員の防犯カメラ設置の運用に伴う情報管理

について御答弁させていただきます。 

  それでは、まず１つ目の御質問、防犯カメラ設置を町の事業として行うことにした

理由はについてですが、当初は防犯カメラの整備方法として、県内の他の市町と同様

に町内会へ防犯カメラ設置費用を補助する方式を検討しておりましたが、府中町にお

いて街頭に防犯カメラを設置するのは、ほぼ初めてとなります。まずは町全域におい

て効果的かつ効率的に犯罪の起こりにくい安全なまちづくりの環境形成を行う必要が

あること、また補助金で設置された団体は、機器の更新や故障が発生した場合に苦慮

されていることなどから、今回は町が主体的に設置、管理する方式で防犯カメラ設置

事業を実施することといたしました。 

  次に、２つ目の御質問、町内１２カ所を選んだ過程及び理由はについてですが、広

島東警察署から過去の刑法犯実績の場所などを勘案した犯罪抑止効果の高い主要交差

点の場所についての御助言をいただきました。その中から地域の防犯活動との連携を

図るため、南北町内会連合会、南北防犯組合連合会及び地域安全推進指導員の御意見

をお聞きし、小・中学校や公園の周辺、町域に入る主要街路など、犯罪抑止効果が高

い場所を町域全体でバランスをとり選定いたしました。 

  次に、３つ目の御質問、防犯カメラで撮ったデータの管理及び運用に伴う情報管理

などのガイドラインの作成はについてですが、町内部の個人情報保護に関する安全管

理措置として、１２月下旬の防犯カメラの運用開始に合わせて、街頭防犯カメラ設置
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及び運用に関する要綱を設けます。要綱の対象とする防犯カメラは、今回主要交差点

に設置した新規の１２カ所２４台及び以前から設置されております千代地下道の４台

としております。 

  要綱の内容につきましては、大きく４つに分けております。 

  １つ目は、目的といたしまして、町民等の権利、利益を保護するとともに、犯罪の

未然防止及び犯罪に対する抑止力の向上を図り、もって安心・安全で快適に暮らせる

まちづくりに資することを目的としております。 

  ２つ目は、基本原則として、プライバシーに配慮し、個人情報保護条例に基づき、

適正な措置を講じることとしております。 

  ３つ目は、設置に関する遵守事項として、設置場所や台数を必要最小限とすること、

交差点付近の住宅等が写らないよう、撮影範囲を必要最小限とすること、不特定多数

の方が撮影される可能性があることから、カメラを設置する信号柱に防犯カメラ作動

中という表示をすることなどを定めております。 

  ４つ目は、運用に関する画像データの適切な管理、措置を実施していくことを定め

ております。具体的には、画像データの保存期間は１５日間とし、速やかに消去する

こと、また管理責任者を定め、画像データを取り扱う者を限定し、目的外利用の禁止、

秘密の保持、画像の管理、閲覧、提供などの制限などの適正な運営を徹底させること、

そして原則画像データは外部提供を禁止し、裁判官の令状による場合、警察の捜査関

係や人命、財産等の安全を守るための緊急、やむを得ない場合等に限定して外部提供

すること、さらには請求は書面を必要とし、身元確認を行うことなど、厳格なルール

を定め、適切に運用してまいります。 

  この防犯カメラの運用によりまして、地域の皆様の防犯活動、警察機関、町のパト

ロールなどと連携いたしまして、さらなる地域防犯力の向上と犯罪の起こりにくいま

ちづくりを進めてまいります。 

  以上、答弁とさせていただきます。よろしくお願いします。 

○副議長（山口晃司君） ２回目の質問はございますか。 

  ４番梶川議員。 

○４番（梶川三樹夫君） 防犯カメラの設置及び運用に関する要綱ができたということ

をお聞きしました。この管理責任者というのは誰になるのかということを１つ質問し

たいと思います。 
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  そして、もし何かここの防犯カメラを取り出すということ、そのハードディスクを

見ないといけないということになったときに、誰がそれを取り出してどういう管理で

やっていくのかということを質問したいと思います。 

  あと、これは１５日間ということなので、１５日がたったらそれに、ハードディス

クですかね、上書きをずっとされていくということの理解でよろしいでしょうか。 

  以上、よろしくお願いいたします。 

○副議長（山口晃司君） 答弁。 

  生活環境部長。 

○生活環境部長（戸田秀生君） まず１点目なんですが、管理責任者につきましては、

安心安全室を主管しております町民生活課の課長が安全管理者として実務を行う予定

にしております。 

  ２点目なんですが、防犯カメラの取り出しということなんですが、基本的にはこれ

は業者に賃貸借契約で取りつけております。取りつけ位置もモニターとかで一括でデ

ータを集めてるものではなく、その個体個体にデータが入っておりますので、データ

を取りに行くときには、例えば信号柱であれば信号柱の上のほうまで行ってデータを

取らないといけないということもありまして、基本的には業者の方に取りに行っても

らいます。ただ、その場合は町の職員が立ち会うように要綱では定めております。緊

急の場合を除いては。これが２点目でございます。 

  最後の１５日間の上書きの関係ですが、データは１５日間たちますと自動的に上書

きされて前のデータは消えますので、梶川議員のお見込みのとおりでございます。 

  以上です。 

○副議長（山口晃司君） ３回目の質問はございますか。 

  ４番梶川議員。 

○４番（梶川三樹夫君） ちょっと細かいことですけど、カメラの性能はどのぐらいの

ものかなというのがありまして、私も聞いても余りわからないかもしれません。画素

数というのがよくホームページ見ますと出るんですけど、府中町のカメラは画素数で

言うとわかりますかね。画素数と、ランクで言えばどのぐらいのランクのものがつく

のかなという。 

  あと、２４時間稼働なんですけども、もちろん夜も、特に夜が犯罪が起きたり交通

事故もありますし、夜も見えるようなカメラだと思うんですけど、そこらのちょっと
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確認をしておきたいと思います。 

  あと、私もちょっとついたというので見に行ったんですけど、よく設置場所がわか

らないんですよね。カメラ作動中というのが出てるということなんですけども、これ

抑止のためにもみんながあそこにカメラがあるなというのがわからないといけないと

思うんです。それで、これは広報というか、町民にもどういう形で知らせるのかとい

うことですね。その点を質問したいと思います。 

○副議長（山口晃司君） 答弁。 

  生活環境部長。 

○生活環境部長（戸田秀生君） まず、画素数なんですけども、今回設置をお願いいた

しましたカメラはかなり鮮明な部類のカメラで、画素数は２００万画素以上で設定さ

れます。夜間も車のナンバープレートまでは見えるというふうにお聞きしております

ので、かなりいいもののカメラだというふうに考えております。 

  設置の広報ですね。見にくいということなんですが、府中町の府中広報にも今度出

させていただきますし、府中町のホームページにもあわせて位置の詳細であるとか、

先ほどお話しいたしました要綱とかも全てホームページ上で公開させていただきます

ので、そちらで御確認いただければと思います。既にもう防犯カメラを作動中という

のは全て張ってありますので、もし交差点等を通る機会があればもう一度確認いただ

ければ、全て設置の表示がしてありますので、また見ていただければと思います。 

  以上です。 

○副議長（山口晃司君） 以上で、第１項、防犯カメラ設置の運用に伴う情報管理につ

いて、４番梶川議員の質問を終わります。 

  続いて、厚生関係、第２項、鳥獣害対策について、１０番児玉議員の質問を行いま

す。 

  １０番児玉議員。 

○１０番（児玉利典君） 皆さん、こんにちは。１０番児玉でございます。私のほうか

らは、鳥獣害対策について質問させていただきます。 

  質問趣旨でございますが、従来鳥獣害対策は農作物等に甚大な被害を及ぼすものと

して、中山間地域や山間部、あるいは郊外の住宅街に問題が多く取り上げられてきま

した。実際、私の実家でも２０年ぐらい前から田畑の周囲を金網の柵や電柵等により

鹿やイノシシの被害を防いでまいりました。都心部にある府中町においては、鹿やイ
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ノシシの目撃情報はあるものの、幸いにも人的被害が出ていない、あるいは自己防衛

にて甚大な農作物への被害は回避されて出ていないというふうに理解しております。 

  先日、ある団体のグラウンドゴルフにお招きいただきまして、揚倉山健康運動公園

に行ってみますと、グラウンド内の至るところに芝を掘り返した跡が見受けられまし

た。管理人さんの話を聞いてみますと、毎晩イノシシがえさを求め掘り返すというこ

とで、周囲には大きな足跡が無数にありました。現在は１．５メートルのネットを張

っていただき、ある程度の効果は出ているというふうに聞いておりますが、御承知の

とおり揚倉山健康運動公園は、各種スポーツイベントはもとより、府中町だけでなく

近隣の市町の皆さんが早朝から夜間にかけ散歩や憩いにお子様から高齢者まで幅広く

利用されております。 

  世間ではイノシシに襲われたとか、一昨日の中国新聞にもありましたように、わな

にかかったイノシシが住宅街近くで逃げたと、それからその駆除に行った方も襲われ

たと、大きなけがをされとるという事実もございます。きょうの天風録にも載ってお

りましたけども、そういうふうな被害が出ておるということから、よそごととは思え

ません。 

  人的な被害や、これ以上芝への被害が拡大する前に早急な対応が必要と考えますが、

町の対応について以下質問させていただきたいと思います。 

  まず第１番目、現在までの被害状況や目撃情報、それから問題の大きさ、現在まで

の対策状況とその結果、最後に今後の対応についてをお伺いいたします。 

○副議長（山口晃司君） 答弁。 

  生活環境部長。 

○生活環境部長（戸田秀生君） １０番児玉議員の鳥獣害対策についての御答弁をさせ

ていただきます。 

  議員の御指摘のとおり、イノシシや鹿による被害に関する報道が連日のようになさ

れております。当町におきましてもイノシシや鹿の目撃情報が多数寄せられるように

なり、その対策に苦慮しておるところでございます。 

  それでは、１点目の御質問、現在までの被害状況や目撃情報問題の大きさについて

お答えいたします。 

  平成２９年度につきましては、１１月末現在イノシシ、鹿の目撃情報が９件、畑や

庭を荒らすという被害情報が６件寄せられております。この数字は、町へ対して通報
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があったもののみでございまして、実際にはもっと多いものと考えております。 

  また、揚倉山健康運動公園グラウンドの芝生などもたびたび掘り返されております。

芝生の補修に関しましては年間の維持管理業務の中で行っているため、追加の費用負

担は発生しておりませんが、かなりの労力を費やしております。議員がおっしゃいま

すように、幸いにも人的被害の通報はありませんが、イノシシや鹿の個体数がふえま

すと市街地への出没もふえることが想定されますので、人的被害が起きないか危惧し

ているところでございます。 

  ２点目の御質問、現在までの対策状況とその成果についてです。 

  府中町の対策といたしましては、府中町有害鳥獣捕獲班３名が１年を通して毎週日

曜日に出勤し、イノシシや鹿の捕獲活動を行っております。この捕獲活動はもちろん、

有害鳥獣を捕獲し、個体数を減少させるという効果もございますが、猟犬を走らせる

ことにより、イノシシや鹿を人家から遠ざけるという効果もございます。捕獲班では、

そのほかにも箱わなやくくりわなを仕掛けるなど、イノシシや鹿の捕獲活動に取り組

んでおります。 

  その成果といたしまして、イノシシ、鹿の捕獲状況でございますが、平成２７年度

はイノシシ３５頭、鹿２３頭、平成２８年度はイノシシ１９頭、鹿３６頭、平成

２９年度は１１月末現在でイノシシ１６頭、鹿２１頭を捕獲しております。 

  また、揚倉山健康運動公園につきまして、対策でございますが、イノシシなど隠れ

場所をなくすため、揚倉山健康運動公園の周囲を刈り払いし、イノシシなどの進入を

防止する措置を講じたところです。さらに、揚倉山健康運動公園の瀬戸ハイム四丁目

側の遊歩道の木柵をフェンスに張りかえる工事に現在着手しております。これにより、

イノシシが人家に近づかなくなる効果を期待しているところでございます。 

  揚倉山健康運動公園のグラウンドにつきましては、周囲に１．５メートルのネット

フェンスを設置したところ、現在芝生への被害がおさまっている状況でございます。 

  続きまして、３点目の御質問、今後の対応についてです。 

  これまでも実施しております対策につきましては引き続き充実させ、工夫して実施

してまいります。その中で府中町有害鳥獣捕獲班による猟銃での捕獲対策強化のため、

来年早々には新たにＧＰＳ端末を導入することとしております。今後の捕獲活動にお

いて、捕獲班と猟犬の位置をリアルタイムで確認できることとなるため、効率的、効

果的な捕獲が期待できるものと考えております。 
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  また、イノシシや鹿の捕獲活動を一層強化するため、狩猟免許の取得経費の助成や

箱わなの購入、自動撮影機の導入を計画しており、来年度予算要求をしているところ

でございます。 

  イノシシ等の対策につきましては、一度成果があったらもう大丈夫ということでは

なく、すぐに適応され、その対策は役に立たなくなることもございます。有害鳥獣対

策については野生動物との知恵比べの部分もあり、担当課として日々知恵を絞ってお

るところでございます。今後、先進地の取り組み等を研究し、捕獲による個体数調整

や人家に近づかないよう山に戻すための措置など、当町に導入、また応用できそうな

ものは積極的に導入し、実施と検証を重ね、有効な手段を追求してまいりたいと考え

ております。 

  有害鳥獣対策のおくれは、イノシシや鹿の増加を許し、住民に御心配をおかけする

こととなります。被害状況の迅速な把握のため、広島県や府中町有害鳥獣捕獲班、府

中町農業会議など、関係団体と連携を図りながら、住民の安心・安全に努めてまいり

ます。 

  以上、答弁とさせていただきます。 

○副議長（山口晃司君） ２回目の質問はございますか。 

  １０番児玉議員。 

○１０番（児玉利典君） 大変わかりやすい説明いただきまして、本当にありがとうご

ざいます。知恵比べも大事なんですけども、今いったＧＰＳ、最新の機器を使って、

そこまでやっていかんとやっぱり駆除ができない。そんな状況にもなっとるのかなと

いうふうに私も感じております。 

  冒頭にも申し上げましたけども、やっぱり同じような住宅街でもやっぱり被害が出

とるということで、よそごとじゃないということを強く認識していただきたいという

ことと、それから先進地で、先進地といいますか、やっぱり中山間地域では生活に直

結するような問題でありますので、どちらかというと農作物を守るというふうな方策

ではあるかもしれませんけども、そういったところの対応策等をよく研究していただ

き、知恵比べも大事ですけども、ぜひ駆除、あるいは人家に近づけない、それから人

的被害が出ないうちに早い対策をお願いしたいと。先ほどの中にも来期の予算もとっ

てあるというふうなことも言われてますけども、しっかりとこういう人的な被害が出

る前にしっかりと予算をとって、このように対策に取り組んでいただくことを町のほ
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うに強く申し上げ、私の質問とさせていただきます。 

  以上でございます。 

○副議長（山口晃司君） 要望でよろしいですかね。 

○１０番（児玉利典君） はい。 

○副議長（山口晃司君） それでは、以上で、第２項、鳥獣害対策について、１０番児

玉議員の質問を終わります。 

  ここでお諮りします。 

  本日はこれをもって延会としたいと思いますが、御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○副議長（山口晃司君） 御異議なしと認めます。よって、本日はこれをもって延会と

し、次回は１２月１９日午前９時３０分から会議を開きます。御苦労さまでした。 

（延会 午後１時４４分） 
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